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「
地
方
創
生
」
に
代
表
さ
れ
る

よ
う
に
、
地
方
の
自
立
や
あ
り
方

が
問
わ
れ
て
い
る
中
、
犬
山
市
議

会
議
員
選
挙
は
４
月
２６
日
、
投
開

票
が
行
わ
れ
、
定
数
２０
に
対
し
25

人
が
立
候
補
、
１
・
２５
倍
と
い
う

少
数
激
戦
を
突
破
し
た
２０
人
の
新

議
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

市
議
会
は
市
長
部
局
と
並
ん
で

「
車
の
両
輪
」
と
言
わ
れ
る
よ
う

に
、
そ
の
役
割
は
ま
す
ま
す
重
要

に
な
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
市

議
会
は
た
だ
単
に
市
長
部
局
の
提

出
す
る
議
案
を
「
よ
い
か
、
悪
い

か
」
と
判
断
し
て
採
決
す
る
だ
け

で
な
く
、
自
ら
進
ん
で
条
例
を
出

す
こ
と
も
で
き
ま
す
。

存
在
感
高
ま
る
犬
山
市

　

犬
山
は
こ
こ
１０
年
近
く
東
海
地

方
に
お
い
て
存
在
感
が
高
ま
っ
て

い
ま
す
。城
下
町
に
は
人
が
増
え
、

全
市
的
に
住
民
主
導
の
ま
ち
づ
く

り
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

市
議
会
で
も
こ
う
し
た
動
き
を

し
っ
か
り
見
据
え
、
行
政
と
徹
底

的
に
議
論
し
な
が
ら
、
ほ
ど
よ
い

緊
張
感
を
持
っ
て
市
や
住
民
の
活

動
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
ほ
し
い

も
の
で
す
。

　

山
田
市
政
は
ま
だ
始
ま
っ
た
ば

か
り
。
２０
人
の
新
議
員
の
活
躍
に

期
待
し
ま
す
。

２０
人
の
当
選
議
員
に
期
待
し
ま
す

ビアンキアンソニー 無現 1,945
鈴　木　伸太郎 無現 1,936
柴　田　浩　行 無現 1,858
三　浦　知　里 公現 1,854.590
中　村　貴　文 無現 1,807
久　世　高　裕 無現 1,672
大　沢　秀　教 無現 1,523.561
上　村　良　一 公現 1,501
市　橋　円　広 無現 1,472
岡　　　　　覚 共現 1,401
岡　村　千　里 共現 1,284.409
水　野　正　光 共現 1,208
山　田　拓　司 無新 1,201
矢　幡　秀　則 無現 1,191.438
稲　垣　民　夫 無現 1,191
柴　山　一　生 無現 1,153
玉　置　幸　哉 無新 1,097
後　藤　幸　夫 無現 1,096
堀　江　正　栄 無現 1,057
吉　田　鋭　夫 民現 1,052

議 会 と 行 政
緊 張 感 保 ち

開  票  結  果
（落選者を除く。敬称略）

原氏が無投票で3選
春の叙勲と危険業務従事者叙勲

県議会議員選挙 （3ページ）

（4ページ）

※�同一の氏または名の投票があった場合、得票数の割合に
応じて票を分けるため、小数点以下の端数が発生します。



ム
ダ
を
無
く
し
産
業
振
興
に
よ

る
財
源
力
の
強
化
、
高
齢
者
の
生

活
支
援
、
子
育
て
支
援
と
児
童
の

健
全
育
成
、
里
山
と
の
共
生
。

稲 垣 民 夫

活
力
あ
る
犬
山
を
目
指
し
て
、
愛

す
る
犬
山
を
一
層
住
み
よ
い
ま

ち
に
し
て
い
き
ま
す
。
聞
か
せ
て

く
だ
さ
い
、
熱
い
想
い
を
。

堀 江 正 栄地
域
格
差
の
な
い
、
す
べ
て
の
市

民
が
幸
せ
を
感
じ
、
犬
山
を
愛
す

る
こ
と
を
目
指
す
。
教
育
と
健
康

と
農
業
を
中
心
に
取
り
組
む
。

吉 田 鋭 夫

人
づ
く
り
、
物
づ
く
り
、
街
づ
く

り
を
進
め
、
子
供
か
ら
高
齢
者
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
元
気
な
犬

山
を
築
き
た
い
。

玉 置 幸 哉犬
山
独
自
の
安
心
安
全
の
ま
ち
、

高
齢
者
と
社
会
福
祉
の
向
上
、
地

産
地
消
に
よ
る
地
場
産
業
の
発

展
、
健
康
市
民
を
つ
く
り
ま
す
。

後 藤 幸 夫

日
本
の
魂
を
取
り
戻
す
化
儀
の

闘
い
を
こ
れ
か
ら
始
め
ま
す
。
焦

ら
ず
弛
ま
ず
一
つ
一
つ
仕
事
を

や
り
遂
げ
て
参
る
所
存
で
す
。

柴 山 一 生

原 　 欣 伸

　

愛
知
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
は

4
月
3
日
、告
示
さ
れ
ま
し
た
が
、

犬
山
市
選
挙
区
で
は
原
欣
伸
氏
以

外
に
立
候
補
の
届
け
出
が
な
く
、

原
氏
の
無
投
票
3
選
が
決
ま
り
ま

し
た
。

　

原
氏
は
当
選
の
抱
負
な
ど
を
次

の
通
り
語
り
ま
し
た
。

有権者数　58,636
　　              （4月26日現在）

投票所別ベスト10（期日前投票を除く）

投 票 率	 55.03％
投票総数	 32,270
有効投票	 31,948
無　　効	 322

①今井子ども未来園………………………………60.29％
②栗栖小学校体育館………………………………53.19％
③東小学校体育館…………………………………52.73％
④城東小学校体育館………………………………47.94％
⑤南部中学校体育館………………………………46.99％
⑥前原老人憩の家…………………………………46.80％
⑦楽田東子ども未来園……………………………46.18％
⑧橋爪子ども未来園………………………………45.06％
⑨楽田西子ども未来園……………………………44.15％
⑩南部公民館………………………………………43.78％

私 の 決 意県
議
会
議
員
に
原
氏
が
無
投
票
3
選

み
な
さ
ん
の
声
を
力
に

　
　
　
　
　

行
動
し
ま
す

　

私
は
、“
政
治
”
と
い
う
分
野

は
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
、
政
治

と
は
皆
さ
ん
自
身
の
こ
と
。
皆
さ

ん
の
存
在
そ
の
も
の
が
政
治
で
す
。

　

税
金
を
払
う
。
子
ど
も
を
産
み

育
て
る
。
病
院
へ
行
く
。
学
校
で

勉
強
す
る
。
家
を
建
て
る
な
ど
、

こ
れ
ら
一
つ
一
つ
が
政
治
で
あ

り
、
そ
の
全
体
も
政
治
で
す
。
政

治
は
人
が
生
き
る
上
で
関
わ
っ
て

い
る
も
の
で
あ
り
、
皆
さ
ん
が
さ

ま
ざ
ま
ア
プ
ロ
ー
チ
で
き
る
も
の

こ
そ
政
治
で
す
。

　

で
す
か
ら
、
も
っ
と
も
っ
と
身

近
に
感
じ
て
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
た
め
に
、
私
は
ど
ん
な
こ

と
も
諦
め
ま
せ
ん
。
小
さ
な
こ
と

に
も
知
ら
な
い
ふ
り
を
し
ま
せ

ん
。
決
し
て
遠
ざ
け
る
こ
と
を
し

ま
せ
ん
。

　

そ
し
て
、
皆
さ
ん
の
「
声
を
力

に
」
行
動
し
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
任
せ
ら
れ
た
4
年
を
全

力
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
の

で
、
ご
指
導
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　

当
選
し
た
20
人
の
新
議
員

は
、
今
後
4
年
間
、
市
議
会
議

員
と
し
て
の
使
命
を
果
た
す
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

選
挙
期
間
中
に
何
を
訴
え
た

の
か
、
当
選
し
て
何
を
す
る
の

か
、
今
後
の
決
意
や
抱
負
を
当

選
し
て
間
も
な
い
4
月
28
日
、

語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
（
得
票
順
、
敬
称
略
）

子
ど
も
の
医
療
費
の
中
学
卒
業

ま
で
全
額
無
料
化
、
指
定
ゴ
ミ
袋

代
の
引
き
下
げ
、
防
災
無
線
・
ラ

ジ
オ
の
導
入
を
実
現
し
ま
す
。

水 野 正 光

犬
山
を
住
み
た
い
町
に
す
る
た

め
に
、
高
齢
者
へ
の
支
援
、
子
育

て
支
援
、
町
内
会
組
織
へ
の
支
援

の
充
実
を
目
指
し
ま
す
。

市 橋 円 広将
来
不
安
と
平
和
の
危
機
が
強

ま
っ
て
い
る
今
、
憲
法
を
生
か

し
、
平
和
で
豊
か
な
市
民
生
活
を

築
く
“
使
命
”
を
果
た
し
た
い
。

岡 覚戦
争
へ
の
道
を
許
さ
ず
、
い
の
ち

と
暮
ら
し
を
守
る
。
子
ど
も
の
医

療
費
の
無
料
化
、
子
育
て
・
医

療
・
介
護
の
充
実
を
実
現
。

岡 村 千 里

五
郎
丸
駅
復
活
と
国
道
41
号
沿

線
の
民
間
開
発
に
道
筋
を
つ
け
、

「
歩
い
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
」
を
目

指
し
ま
す
。

久 世 高 裕市
東
部
へ
の
企
業
誘
致
で
財
源

確
保
と
遅
れ
て
い
る
イ
ン
フ
ラ

整
備
を
図
る
。
教
育
・
子
育
て
環

境
の
向
上
を
現
場
か
ら
提
言
！

大 沢 秀 教犬
山
市
の
人
口
減
少
問
題
に
対

応
す
る
為
に
人
が
生
き
る
地
域

創
生
の
担
い
手
と
し
て
市
民
の

暮
ら
し
を
最
優
先
に
守
り
抜
く
。

上 村 良 一

大
切
な
子
ど
も
達
を
応
援
し
ま

す
。
子
ど
も
達
を
中
心
に
三
世
代

が
つ
な
が
り
、
地
域
で
支
え
合
う

体
制
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

柴 田 浩 行女
性
の
視
点
を
大
切
に
小
さ
な

声
を
し
っ
か
り
キ
ャ
ッ
チ
し
ま

す
。
子
育
て
支
援
、
防
災
対
策
、

認
知
症
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

三 浦 知 里夢
の
実
現
へ
！
小
牧
線
五
郎
丸

駅
の
復
活
と
駅
を
拠
点
に
線
路

の
東
側
に
新
し
い
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
ま
す
。

中 村 貴 文

学
校
施
設
、
通
学
路
の
整
備
、
す

べ
て
の
市
民
が
住
み
や
す
い
ま

ち
、
産
業
育
成
、
農
業
振
興
、
議

会
、
市
政
の
可
視
化
を
目
指
す
。

鈴木伸太郎

南
部
地
区
の
基
盤
整
備
で
地
域

を
元
気
に
。
防
災
、
防
犯
に
力
を

い
れ
て
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
ま
す
。

矢 幡 秀 則

私
に
は
新
市
政
が
正
し
い
方
向

に
進
む
よ
う
責
任
が
あ
る
。
新
た

な
る
挑
戦
、
議
員
の
12
年
の
経
験

を
活
か
し
責
任
を
果
た
す
！

ビアンキアンソニー

永
い
人
生
で
培
っ
た
経
験
、
知

識
、
知
恵
を
犬
山
の
街
づ
く
り
に

生
か
し
ま
す
。
笑
顔
行
き
交
い
喜

び
が
実
感
出
来
る
犬
山
に
!!

山 田 拓 司

私 の 抱 負
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・茶道体験

※掲載団体の責任と費用で編集した紙面です。

◆
旭
日
双
光
章

　

福
冨　

勉
（
73
歳
）
羽
黒
新
田

　

平
成
27
年
度
の
春
の
叙
勲
が
4
月
29
日
付
け
で
発
表
さ
れ
、
市
内
か

ら
1
人
が
受
章
、
ま
た
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
に
も
3
人
が
受
章
さ
れ

ま
し
た
が
、
う
ち
2
人
が
掲
載
を
辞
退
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
あ
わ
せ
て

2
人
の
業
績
を
紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

春
の
叙
勲
と
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

  

春 

の 

叙 

勲

　

更
生
保
護
功
労
と
地
方
自
治
功

労
の
両
方
が
、
認
め
ら
れ
て
の
受

章
と
な
り
ま
し
た
。

　

昭
和
58
年
10
月
か
ら
保
護
司
と

し
て
現
在
ま
で
32
年
間
、
少
年
の

社
会
復
帰
に
尽
く
し
ま
し
た
。

　

数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
少
年
の
更

生
に
努
め
、
改
心
し
て
大
人
に
な

り
、
結
婚
し
て
子
供
を
連
れ
て
会

い
に
来
て
く
れ
る
時
は
「
保
護
司

を
や
っ
て
い
て
よ
か
っ
た
」
と
つ

く
づ
く
思
う
と
か
。

　

ま
た
平
成
7
年
4
月
か
ら
23
年

4
月
ま
で
連
続
4
期
16
年
間
、
市

議
会
議
員
と
し
て
地
方
自
治
の
発

展
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

　

と
く
に
忘
れ
ら
れ
な
い
の
は
、

羽
黒
小
学
校
と
消
防
署
南
出
張
所

の
新
築
工
事
。
羽
黒
小
学
校
の
場

合
は
、
自
ら
測
量
の
調
査
ま
で

買
っ
て
出
た
こ
と
も
。

　
「
子
ど
も
は
日
本
の
宝
」
と
長

い
間
、
交
通
補
導
を
し
、
今
で
も

大
人
に
な
っ
た
当
時
の
子
ど
も
か

ら
感
謝
さ
れ
て
い
ま
す
。

  

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

　

73
歳
の
今
も
、
畑
仕
事
な
ど
に

精
を
出
し
、
ま
だ
ま
だ
元
気
な
と

こ
ろ
を
見
せ
て
い
ま
す
。

◆
瑞
宝
双
光
章

　

日
比
野　

晃
（
71
歳
）
善
師
野

　

昭
和
37
年
、県
警
察
官
と
な
り
、

中
警
察
署
を
初
め
、
江
南
署
、
一

宮
署
、
小
牧
署
な
ど
40
年
間
の
大

半
を
地
域
課
で
勤
め
て
き
ま
し
た
。

　

地
域
が
安
全
、
安
心
な
生
活
が

で
き
る
よ
う
犯
罪
の
未
然
防
止
な

ど
や
地
域
住
民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
も
心
が
け
て
き
ま

し
た
。

　

退
職
後
は
交
通
相
談
員
を
4
年

務
め
、
現
在
は
趣
味
の
水
墨
画
と

家
庭
菜
園
に
励
み
、
有
意
義
な
毎

日
を
送
っ
て
で
い
ま
す
。

　

1
3
0
0
年
の
歴
史
と
伝
統
を

誇
る
「
木
曽
川
う
か
い
」
は
、
6

月
1
日
〜
10
月
15
日
ま
で
、
4
か

月
半
に
わ
た
り
鵜
と
篝
火
に
よ
る

幽
玄
の
世
界
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

す
。

　

東
海
地
方
で
初
の
女
性
鵜
匠
で

あ
る
稲
山
琴
美
さ
ん
も
デ
ビ
ュ
ー

3
年
目
を
迎
え
、
手
縄
さ
ば
き
に

女
性
特
有
の
艶
や
技
も
見
受
け
ら

れ
、
今
で
は
一
度
に
9
羽
の
鵜
を

操
る
ま
で
に
成
長
。

　
「
木
曽
川
う
か
い
」
の
魅
力
は

何
と
い
っ
て
も
、
こ
れ
ま
で
急
流

が
続
い
た
木
曽
川
が
急
に
流
れ
が

緩
や
か
に
広
が
る
犬
山
扇
状
地
に

つ
く
り
上
げ
ら
れ
た
平
野
美
で
の

競
演
。

　

国
宝
犬
山
城
と
ラ
イ
ン
大
橋
、

さ
ら
に
は
伊
木
山
（
夕
暮
富
士
）

と
ツ
イ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
を
背
景
に
、

ゆ
っ
た
り
と
鵜
舟
が
篝
火
を
燃
や

し
て
下
る
様
は
、
ま
さ
に
「
幽
玄

の
世
界
」。

　
「
木
曽
川
う
か
い
」
で
人
気
な

の
が
、
昼
鵜
飼
。
2
時
間
の
船
遊

び
で
、
料
金
は
豪
華
な
お
弁
当
が

つ
い
て
通
常
時
、大
人
4
，５
０
０

円
、
小
人
（
4
歳
以
上
、
12
歳
未

満
）
3
，3
0
0
円
で
す
。
期
間
中

の
毎
週
㊋
㊍
㊏
の
限
定
開
催
で
す

の
で
、
お
早
め
に
ど
う
ぞ
。

　

8
月
1
日
〜
9
日
は
、
ロ
ン
グ

ラ
ン
花
火
と
の
共
演
も
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
詳
細
は
左
記
ま
で
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

今
年
も
幻
想
的
な
歴
史
絵
巻
を

ぜ
ひ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先　

木
曽
川
観
光
㈱

（
☎
61
・
2
7
2
7
）

私たちが
お見せします

木曽川うかい

6月1日開幕

力強い手縄さばき

伊藤鵜匠
東海地方初の
女性鵜匠

稲山鵜匠
おだやかな人柄

石原鵜匠

ちいさなころから
鳥博士

水野鵜匠
力強い手縄さばき

伊藤鵜匠
東海地方初の
女性鵜匠

稲山鵜匠
おだやかな人柄

石原鵜匠

ちいさなころから
鳥博士

水野鵜匠

45 広報いぬやま　H27・6・1号 広報いぬやま　H27・6・1号



住宅用火災警報器は定期的に
作動確認をしましょう！

ボタンを押す、またはひもを引いて作動確認をします。
●定期的に家族で火災時の警報音を確認しましょう。

正常な場合は？
正常をお知らせするメッセージまたは火災警報音が鳴ります。

音が鳴らない場合は？
電池がきちんとセットされているか、ご確認ください。

注）警報音はメーカーや製品により異なります。
● それでも鳴らない場合は、「電池切れ」か「機器本体の故障」です。
取扱説明書をご覧ください。

　住宅用火災警報器は、古くなると電子部品の寿命や電池切れなどで、火災を感知しなくなることがある
ため、とても危険です。10年を目安に交換しましょう。また、汚れやほこりなどが原因で誤作動すること
がありますので、お手入れ（掃除）を行いましょう。

住宅防火 ～いのちを守る7つのポイント～
～これらのことを守り、火災をおこさないようにしましょう～

●住宅火災警報器の取り付け支援について●
　住宅火災警報器を購入したが、高齢で独居などの理由で取り付け困難な方に対し、消防職員による
取り付け支援を実施しています。希望する方は、問い合わせてください。

▼問合せ先　消防本部　予防防災課　予防担当
　　　　　　　　　　　　　　　☎65・3123　 メール�060200@city.inuyama.lg.jp

逃げ遅れを防ぐために、住
宅用火災警報器を設置する。

寝具、衣類及びカーテンか
らの火災を防ぐために、防
災品を使用する。

寝たばこは、絶対やめる。 ストーブは、燃えやすいも
のから離れた位置で使用す
る。

ガスコンロなどのそばを離
れるときは、必ず火を消す。

火災を小さいうちに消すた
めに、住宅用消火器等を設
置する。

お年寄りや身体の不自由な
人を守るために、隣近所の
協力体制をつくる。

対策2

習慣1 習慣2 習慣3

対策3 対策4対策1

ピピ、
ピーピーピー

ピーピーピー
火事です … しーん

国民健康保険税が確定
　平成27年度から、国民健康保険税について一部改正が行われました。改正された内容は①納期限の変更
②国民健康保険税限度額の引き上げになります。

①納期限の変更
　平成26年度までは国民健康保険税（現金納付若しくは口座振込による普通徴収分）は、 4月に発送する
1期・ 2期分の納税通知書（仮算定）と、 8月に発送する 3期から10期分の納税通知書（本算定）の年 2
回の通知となっていました。
　平成27年度からは 4月発送の納税通知書（仮算定）がなくなり、6月に発送される納税通知書（本算定）
のみになります。また、発送月が変わることに伴い、納期限は次のとおり変更されますのでご注意ください。
（年間の納期は10回と変更ありません）

（平成26年度まで） （平成27年度以降）
1期 4月末 → 6月末
2期 6月末 → 7月末

　　※ 3期から10期までの納期（ 7月以降毎月）については変更ありません。
　　※特別徴収（年金からの天引き）については変更ありません。

②国民健康保険税限度額の引き上げについて
　平成27年度より、国民健康保険の限度額が引き上げとなり、年税額の上限は医療保険分の限度額51万円、
後期高齢者支援分の限度額14万円、介護保険分の限度額12万円の合計で77万円になります。

《平成27年度国民健康保険税率》

区　分 課税の対象
税　率　等

医療保険分 後期高齢者支援分 介護保険分
（40〜64歳のみ）

①所得割額 前年中のすべての所得金額−国保の基
礎控除額（33万円） 5.0％ 2.0％ 1.4％

②均等割額 加入者 1人について 18,000円 8,400円 7,200円
③平等割額 1世帯について 18,000円 8,400円 6,000円
年税額 ①＋②＋③ ①＋②＋③ ①＋②＋③

◎擬制世帯主（国保の加入者でない世帯主）の所得は、課税の対象に含まれません。

《非自発的失業者にかかる国民健康保険税の軽減措置》
　非自発的失業者とは、「倒産・解雇などによる離職」や「雇い止めによる離職」等、会社都合により離職
した人です。該当する人は、国民健康保険税を計算する際に、対象者の前年中給与所得を30％にして計算
します。
◯対象者（次の①～④の条件をすべて満たす人が対象となります）
　①離職日時点で65歳未満である。
　②離職日が平成21年 3 月31日以降である。
　③「雇用保険受給資格者証」を持っている（受給期間満了している人も含む）
　④「雇用保険受給資格者証」に記載されている「離職理由」が「離職理由コード」の
　　 「11,12,21,22,23,31,32,33,34」のいずれかに該当する。

《納税で困ったときは相談を》
　上記の他に失業や廃業で大幅に所得が減った場合や、災害などの事情で国保税の納付が困難な場合は、
減免を受けられる場合がありますので相談してください。いずれの場合も、納期限前に申請をしないと適
用が受けられません。ただし前年中の世帯の所得（国保未加入者も含む）の合計が400万円以下であるなど
の条件もあります。

▼問合せ先　保険年金課　国民健康保険担当（☎44・0327）

国保だより
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INFORMATION
平成26年度

■�

固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員
に
4
人

を
選
任

　

沢
田
和
幸
氏
、
吉
野
弘
氏
、
石

井
和
宏
氏
、
原
好
恵
氏
の
4
人
が

選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
し
い
任
期
は
、
沢
田
氏
、
吉

■�

県
立
一
宮
東
特
別
支
援

学
校　

小
学
部
・
中
学

部　

学
校
説
明
会

　

県
立
一
宮
東
特
別
支
援
学
校
で

は
、
障
害
の
あ
る
お
子
さ
ん
の
保

護
者
等
を
対
象
に
、
学
校
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
。
適
切
な
就
学
に

は
早
期
か
ら
の
学
校
見
学
等
が
大

切
で
す
。
次
年
度
就
学
予
定
の
お

子
さ
ん
が
い
る
人
は
、
ぜ
ひ
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

6
月
11
日
㊍
午
前
9
時

40
分
〜
正
午　

▼
と
こ
ろ　

県
立

一
宮
東
特
別
支
援
学
校　

▼
申
込

み　

月
〜
金
（
祝
日
除
く
）
午
前

9
時
〜
午
後
5
時
に
県
立
一
宮
東

特
別
支
援
学
校
（
☎
0
5
8
6
・

51
・
5
3
11

）
へ

■�

教
科
書
展
示
会

　

県
教
育
委
員
会
で
は
、
県
民
の

皆
さ
ん
の
教
科
書
に
対
す
る
理
解

や
関
心
を
深
め
る
た
め
に
、
教
科

書
展
示
会
を
開
催
し
ま
す
。
展
示

会
場
に
は
投
書
箱
を
用
意
し
ま
す

の
で
、
教
科
書
に
対
す
る
意
見
や

要
望
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

6
月
11
日
㊍
〜
7
月
5

日
㊐
午
前
9
時
〜
午
後
4
時　

▼
と
こ
ろ　

江
南
市
立
図
書
館

野
氏
は
平
成
30
年
3
月
31
日
、
石

井
氏
、
原
氏
は
平
成
30
年
5
月
17

日
ま
で
で
す
。

　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

は
、
固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登
録

さ
れ
た
価
格
に
関
す
る
不
服
の
審

査
決
定
を
す
る
機
関
で
す
。

沢田和幸氏

石井和宏氏

吉野弘氏

原好恵氏

（
江
南
市
石
枕
町
神
明
82
番
地　

☎
0
5
8
7
・
56
・
2
3
0
6
）

▼
問
合
せ
先　

愛
知
県
教
育
委
員

会　

義
務
教
育
課

※
県
教
育
委
員
会
義
務
教
育
課
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
記
載
し
て
い

ま
す
。

http://w
w
w
.pref.aichi.jp/

kyoiku/gim
ukyoiku/index.

htm
l■�

新
規
学
卒
求
人
説
明
会

　

犬
山
公
共
職
業
安
定
所
で
は
、

平
成
28
年
３
月
新
規
学
校
卒
業
者

の
採
用
予
定
が
あ
る
事
業
主
の
皆

さ
ん
を
対
象
に
、
求
人
申
込
み
事

務
取
扱
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

ぜ
ひ
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
と
き　

６
月
11
日
㊍
午
後
２
時

〜
４
時　

▼
と
こ
ろ　

犬
山
国
際

観
光
セ
ン
タ
ー
フ
ロ
イ
デ
２
階
多

目
的
研
修
室　

▼
内
容　

○
平
成

27
年
度
新
規
学
卒
求
人
の
申
込
み

か
ら
採
用
ま
で　

○
差
別
の
な
い

公
正
な
採
用
選
考
に
つ
い
て　

▼
問
合
せ
先　

犬
山
公
共
職
業
安

定
所
、求
人
・
専
門
援
助
部
門（
☎

61
・
2
1
8
7
）

■�

町
会
長
会
連
合
会

　

新
役
員
が
決
定

　

町
会
長
会
連
合
会
総
会
が
5
月

7
日
に
市
役
所
で
開
催
さ
れ
、
今

年
度
の
役
員
が
決
定
し
ま
し
た
。

新
し
い
役
員
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

（
敬
称
略
）

▼
会
長　

日
比
野
勝
（
寺
洞
2
）　

▼
副
会
長　

冨
岡
亮
（
東
松
本
町

2
区
）、
伊
藤
克
博
（
成
海
）、
奥

村
範
昭
（
焼
野
）、寺
澤
英
治
（
安

楽
寺
）　

▼
会
計　

石
田
眞
佐
夫

（
末
広
町
）　

▼
監
事　

脇
田
清

（
大
本
町
）、仙
石
友
男（
栗
栖
上
）　

▼
理
事　

鈴
木
嘉
一（
木
津
西
）、

奥
村
壽
生
（
橋
爪
上
西
）、
小
川

博
満（
富
岡
東
1
）、平
田
良
三（
堀

田
第
2
）、
齊
藤
隆
彦
（
長
者
町

団
地
3
）、
冨
永
久
之
（
蓮
池
）、

清
水
哲
弥
（
長
塚
2
）

一般会計執行状況
　平成26年度一般会計の執行状況（平成27年 3 月31日現在）をお知らせします。これは、皆さんが納めた
貴重な税金や国・県からのお金がどのように使われているのかをお知らせして、市政への理解を深めてい
ただくものです。なお、 5月31日まで出納整理期間（前年度のお金の未収・未払いを整理する期間）があ
るため、最終的な決算額とは異なります。
　会計別予算額の内訳は、一般会計が248億771万円、特別会計（11会計）が166億4,152万円、水道事業会計
が17億6,015万円になります。
　一般会計の歳入予算に対する収納率は90.75％となり、収入額は前年度決算比で約8.4％減となっています。
　また、歳出予算に対する執行率は82.69％となり、支出額は前年度決算比で約10.8％減となっています。

端数調整により、万円以下四捨五入
とならない箇所があります。

人口 74,726人
世帯数 29,816世帯

歳入出予算額計�2 48億771万円
収入額計�22 5億1,215万円
支出額計�20 5億1,358万円

市税収入額（市へ納められた税金の額）
110億3,003万円

＜内訳＞
市民税 46億601万円
固定資産税 52億3,458万円
市たばこ税 4億515万円
都市計画税 6億4,813万円
その他 1億3,615万円

➡
＜1人当たりに換算すると＞
市民税 61,639円
固定資産税 70,050円
市たばこ税 5,422円
都市計画税 8,673円
その他 1,822円

市債現在高
（市が国・県や銀行等に借金している残高）

286億8,118万円
＜会計ごとに抱えている借金の金額内訳＞
一般会計 189億4,921万円
下水道会計 94億6,603万円
土地取得会計 566万円
農業集落会計 2億6,028万円

➡
＜1人当たりに換算すると＞
一般会計 253,583円
下水道会計 126,676円
土地取得会計 76円
農業集落会計 3,483円

その他（議会費・商工費等） 
12億3,113万円 
6.0% 
（13億5,244万円）

消防費 
7億9,243万円 
3.9% 
（9億4,305万円）

衛生費 
（ごみ処理・健康診査等） 
19億167万円 
9.3% 
（22億4,693万円）

総務費
（庁舎管理・防災等） 
20億6,841万円 
10.1% 
（28億2,048万円）

公債費（市債の返還） 
18億2,180万円 
8.9% 
（18億2,180万円）

教育費 （学校・図書館運営等） 
21億557万円 
10.2% 
（24億3,494万円）

土木費 （道路・下水道等） 
22億9,434万円 
11.2% 
（41億5,035万円）

民生費 
（保育・社会福祉費等） 
82億9,823万円 
40.4% 
（90億3,772万円）

依存財源 
78億4,791万円 
34.9%

自主財源 
146億6,424万円 

65.1%

市債 11億4,432万円 
5.1% 
（22億1,683万円）

地方交付税 
12億1,069万円 
5.4% 
（12億1,018万円）
地方譲与税等 
14億3,481万円 
6.4% 
（15億2,439万円）

国・県支出金 
40億5,809万円 
18.0% 
（50億5,793万円）

その他
（寄付金・前年度繰越金等） 
18億8,574万円 
8.4% 
（18億6,954万円）

分担金及び負担金 
2億7,140万円 
1.2% 
（2億9,916万円）

使用料及び手数料 
4億9,871万円 
2.2% 
（5億2,399万円）

諸収入 
9億7,836万円 
4.3% 
（11億1,313万円）

市税 
110億3,003万円 
49.0% 
（109億9,258万円）

収入
225億1，215万円

支出
205億1，358万円

催
　し

財源の項目
収入金額
歳入全体に対する比率
（H26年度予算額）

支出項目
支出金額
歳出全体に対する比率
（H26年度予算額）
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INFORMATION お知らせ

■�

就
職
フ
ェ
ア
IN
犬
山

　
「
合
同
企
業
説
明
会
」

　

参
加
企
業
募
集

　

就
職
フ
ェ
ア
IN
犬
山
の
一
環
と

し
て
、
区
域
内
の
企
業
と
若
年
就

職
者
の
マ
ッ
チ
ン
グ
の
場
を
提
供

し
、
若
年
者
の
就
職
機
会
の
拡
大

と
、
区
域
内
の
企
業
の
み
な
さ
ま

の
人
材
確
保
を
支
援
す
る
た
め
合

同
企
業
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご
参
加
い
た
だ

き
、
人
材
確
保
に
お
役
立
て
く
だ

さ
い
。

▼
と
き　

9
月
8
日
㊋
午
後
1
時

〜
4
時　

▼
と
こ
ろ　

犬
山
国
際

■�

早
期
教
育
相
談

　

�

〜
子
育
て
で
気
に
な
る

こ
と
の
あ
る
人
へ
〜

　

県
教
育
委
員
会
で
は
、
子
育
て

で
気
に
な
る
こ
と
の
あ
る
人
、
お

子
さ
ん
に
障
害
が
あ
る
と
思
わ
れ

る
人
、
お
子
さ
ん
の
就
学
に
つ
い

て
相
談
し
た
い
人
な
ど
に
、
早
期

教
育
相
談
を
実
施
し
ま
す
。
幼
児

（
3
歳
以
上
）
か
ら
、
平
成
28
年

度
に
新
一
年
生
に
入
学
す
る
お
子

さ
ん
（
6
歳
ま
で
）
と
そ
の
保
護

者
が
対
象
で
す
。
相
談
は
予
約
制

で
無
料
で
す
。
気
軽
に
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

7
月
30
日
㊍
・
31
日
㊎

観
光
セ
ン
タ
ー
フ
ロ
イ
デ
4
階
フ

ロ
イ
デ
ホ
ー
ル　

▼
募
集
企
業　

20
社
程
度
（
市
内
に
営
業
拠
点
が

あ
る
事
業
所
に
限
り
ま
す
）　

▼
来
場
予
定
者　

若
年
求
職
者

（
45
歳
未
満
）、
平
成
28
年
春
卒

業
予
定
の
大
学
・
短
大
等
の
学
生　

▼
実
施
方
法　

各
企
業
ブ
ー
ス
に

て
事
業
内
容
・
求
人
内
容
に
つ
い

て
説
明　

▼
参
加
料　

犬
山
商
工

会
議
所
会
員
企
業
＝
無
料
、
非
会

員
企
業
＝
3
，
0
0
0
円　

▼
申

込
み　

7
月
17
日
㊎
ま
で
に
犬
山

商
工
会
議
所（
☎
62
・
５
２３３


）

へ

■�

市
民
芸
能
祭
出
演

　

団
体
を
募
集

　

市
民
文
化
会
館
で
、
日
頃
の
練

習
の
成
果
を
発
表
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

▼
と
き　

10
月
4
日
㊐
午
前
9
時

45
分
〜　

▼
と
こ
ろ　

市
民
文
化

会
館　

▼
対
象　

市
内
に
所
在
す

る
舞
踊
・
音
楽
な
ど
の
8
人
程
度

以
上
で
構
成
す
る
団
体　

▼
募
集

団
体
数　

17
団
体
（
応
募
多
数
の

場
合
は
抽
選
）　

▼
出
演
料　

無

料　

▼
申
込
み　

6
月
14
日
㊐
ま

で
に
出
演
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
て
市
民
文
化
会
館
（
☎

67
・
2
411


）
へ
（
毎
週
㊊
休

■�

国
勢
調
査
員
を
募
集

し
て
い
ま
す

　

国
が
今
年
実
施
す
る
国
勢
調
査

は
、
す
べ
て
の
世
帯
を
対
象
と
し

た
大
規
模
調
査
で
す
。
多
く
の
調

査
員
が
必
要
な
た
め
、
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

▼
資
格　

20
歳
以
上
75
歳
未
満

（
た
だ
し
、
責
任
を
持
っ
て
調
査

し
秘
密
を
守
れ
る
こ
と
）　

▼
期

間　

8
月
5
日
〜
11
月
4
日
ま
で

（
期
間
中
20
日
間
程
度
を
調
査
に

館
）

※
出
演
申
込
書
は
、
市
民
文
化
会

館
に
あ
り
ま
す
。

要
し
ま
す
）　

▼
内
容　

説
明
会

へ
の
出
席
、
担
当
地
区
の
訪
問
、

調
査
票
の
配
布
・
回
収
、
調
査
票

の
整
理
・
提
出
な
ど　

▼
報
酬　

1
調
査
区
＝
4
万
円
程
度
（
調
査

区
数
・
世
帯
数
に
よ
り
変
動
し
、

1
調
査
区
あ
た
り
の
平
均
は
50
世

帯
で
す
）　

▼
申
込
み　

市
指
定

の
申
請
書
（
市
秘
書
企
画
課
か
各

出
張
所
に
あ
り
ま
す
）
に
履
歴
書

（
市
販
の
も
の
も
可
）
を
添
え
て

6
月
26
日
㊎
ま
で
に
秘
書
企
画
課

（
☎
44
・
0
3
11

）
へ

午
前
10
時
〜
午
後
3
時　

▼
と
こ

ろ　

尾
西
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

（
〒
494
・
0
0
0
8　

一
宮
市
東

五
城
字
備
前
12
番
地　

☎ 

0
5
8
6
・
62
・
8
3
3
3
）

▼
申
込
み　

6
月
26
日
㊎
ま
で
に

学
校
教
育
課（
☎
44
・
０３

５
１
）

へ※
な
お
、
学
校
教
育
課
や
校
区
小

中
学
校
で
も
早
期
か
ら
の
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

■�

県
立
特
別
支
援
学
校

体
験
入
学

　

県
教
育
委
員
会
で
は
、
来
年
度

に
小
・
中
学
校
、
高
等
学
校
入
学

予
定
で
、
障
害
の
あ
る
と
思
わ
れ

る
お
子
さ
ん
と
そ
の
保
護
者
を
対

象
に
、
特
別
支
援
学
校
の
体
験
入

学
を
実
施
し
ま
す
。
次
の
体
験
入

学
日
以
外
に
も
、
随
時
相
談
を

行
っ
て
い
ま
す
の
で
気
軽
に
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

◎
知
的
な
発
達
に
遅
れ
や
情
緒
に

障
害
の
あ
る
お
子
さ
ん

▼
と
き　

小
学
部
＝
9
月
25
日

㊎
・
30
日
㊌　

中
学
部
＝
9
月
16

日
㊌
・
9
月
18
日
㊎　

高
等
部
見

学
会
＝
6
月
10
日
㊌　

▼
と
こ
ろ　

一
宮
東
特
別
支
援
学
校
（
☎

0
5
8
6
・
51
・
5
3
11

）

◎
手
足
の
不
自
由
な
お
子
さ
ん

▼
と
き　

小
学
部
＝
9
月
25
日

㊎
・
10
月
23
日
㊎　

▼
と
こ
ろ　

小
牧
特
別
支
援
学
校
（
☎
０
５
６

８
・
73
・
7
6
6
1
）

▼
と
き　

幼
稚
部
・
小
学
部
＝
9

月
11
日
㊎
・
10
月
15
日
㊍　

▼
と

こ
ろ　

一
宮
特
別
支
援
学
校
（
☎

０
５
８６

・
78
・
4
6
3
5
）

◎
病
気
で
入
院
し
て
い
る
お
子
さ

ん▼
と
き　

7
月
14
日
㊋
・
10
月
22

日
㊍　

▼
と
こ
ろ　

大
府
特
別
支

援
学
校
（
☎
0
5
6
2
・
48
・
５

３
１
１
）　

※
詳
し
く
は
、
直
接
体
験
入
学
先

の
学
校
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

■�

図
書
館

　

ビ
デ
オ
上
映
会

▼
と
き　

6
月
14
日
㊐
午
後
2
時

〜
（
上
映
時
間　

約
1
2
5
分
）　

▼
と
こ
ろ　

市
立
図
書
館
2
階
視

聴
覚
室　

▼
上
映
作
品　

そ
し
て

父
に
な
る　

▼
定
員　

当
日
先
着

50
人
（
大
人
向
）　

▼
入
場
料　

無
料　

▼
問
合
せ
先　

市
立
図
書

館
（
☎
62
・
6
3
0
0
）

■�

ひ
よ
こ
ち
ゃ
ん

　

お
は
な
し
会

　

子
ど
も
は
絵
本
が
大
好
き
。
読

み
聞
か
せ
は
情
操
教
育
に
も
効
果

が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

図
書
館
で
は
7
月
か
ら
毎
月
1

回
、
1
歳
か
ら
未
就
園
児
と
保
護

者
を
対
象
に
、
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
、
紙
芝
居
、
わ
ら
べ
う
た
、
手

あ
そ
び
な
ど
の
お
は
な
し
会
を
行

い
ま
す
。

　

語
り
手
は
、「
ど
ん
ぐ
り
文
庫
」

の
古
川
よ
し
子
さ
ん
ほ
か
。

▼
と
き　

7
月
〜
3
月　

毎
月
第

1
水
曜
日　

午
前
11
時
〜
（
30
分

程
度
）　

▼
と
こ
ろ　

市
立
図
書

館
児
童
室
お
は
な
し
の
へ
や　

▼
定
員　

30
組　

▼
参
加
料　

無

料　

▼
申
込
み　

6
月
2
日
㊋
か

ら
市
立
図
書
館
（
☎
62
・
６
３
０

０
）
へ

■�

さ
ら
・
さ
く
ら

　

紫
陽
花
コ
ン
サ
ー
ト

　

市
民
健
康
館
さ
ら
・
さ
く
ら

で
、
オ
カ
リ
ナ
演
奏
と
ギ
タ
ー
演

奏
を
披
露
し
ま
す
。
懐
か
し
い
調

べ
で
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご

し
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き　

６
月
20
日
㊏
午
後
１
時

30
分
〜
２
時
30
分　

▼
と
こ
ろ　

市
民
健
康
館
交
流
ホ
ー
ル　

▼
内

容　

オ
カ
リ
ナ
演
奏
（
オ
カ
リ
ー

ナ
・
ポ
ッ
ポ
ス
）、
ギ
タ
ー
演
奏

（
可
児
ギ
タ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
）　

▼
入
場
料　

無
料　

▼
問
合
せ
先　

市
民
健
康
館
さ
ら
・
さ
く
ら
（
☎

6
3
･
３８００



）

■�

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
通
訳

者
を
募
集
し
ま
す

　

行
政
窓
口
、
健
康
・
保
健
、
教

育
等
の
分
野
で
外
国
人
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
通
訳
の

ニ
ー
ズ
に
適
切
に
対
応
で
き
る
能

力
を
備
え
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
通
訳

者
を
養
成
し
ま
す
。

▼
応
募
条
件　

○
市
の
事
業
に
通

訳
者
も
し
く
は
翻
訳
者
と
し
て
積

極
的
に
参
加
で
き
る
人　

○
平
日

も
活
動
で
き
る
人　

○
事
業
の
目

的
を
よ
く
理
解
し
、
時
間
や
約
束

を
守
り
、
他
の
参
加
者
と
交
流
を

図
れ
る
人　

○
全
て
の
講
座
日
程

（
全
6
回
）に
参
加
で
き
る
人（
や

む
を
得
な
い
理
由
で
欠
席
し
た
場

合
は
講
座
録
画
映
像
を
必
ず
み
る

こ
と
）　

○
16
歳
以
上
の
人　

○
日
本
語
と
次
の
い
ず
れ
か
の
言

語
の
両
方
が
堪
能
な
人
（
ス
ペ
イ

ン
語
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
・
中
国

語
・
フ
ィ
リ
ピ
ノ
語
・
英
語
・
そ

の
他
の
言
語
）

※
翻
訳
者
と
し
て
の
活
動
を
希
望

す
る
人
は
日
本
語
の
読
み
書
き
も

必
須
。

▼
定
員　

25
人
・
各
言
語
4
〜
5

人
程
度（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、

事
務
局
で
選
考
の
上
決
定
し
ま

す
）　

▼
と
き　

各
回
午
前
9
時

〜
午
後
4
時
を
予
定　

▼
受
講
料　

5
0
0
円　

▼
申
込
み　

6
月
5

日
㊎
〜
15
日
㊊
ま
で
に
地
域
活
動

推
進
課
（
☎
44
・
０３

４
７
）
へ

回 とき
1回目 7月 5日㊐
2回目 7月26日㊐
3回目 8月30日㊐
4回目 9月 6日㊐
5回目 9月12日㊏
6回目 9月27日㊐

いぬやま環境フェア2015〜身近な環境を知ろう
　今年は、「身近な環境を知ろう」をテーマに開催します。
　犬山の自然、環境にふれ、身近な環境について考えてみま
せんか。
▼と　き　 6 月 5 日㊎〜11日㊍
▼ところ　市役所、犬山里山学センター
※●…午前10時〜午後 4時　○…午前 9時〜午後 5時

会場 内容
6月

5㊎ 6㊏ 7㊐ 8㊊ 9㊋ 10㊌ 11㊍

市
役
所

正面玄関
周辺

【展示】
燃料電池自動車 ●

1階
市民プラザ

【イベント・展示】
企業団体・市
※�8 日以降は、市民プ
ラザでの展示のみ

● ○ ○ ○ ○

2階
会議室 ●

市内 【イベント】
里山めぐり ● ●

犬山
里山学センター

【展示】
自然と歴史の十字路展 ○ ○ ○ 休館 ○ ○ ○

▼出展企業団体（敬称略、順不同）
　���JP資源㈱、㈲江南紙原料、㈱愛北リサイクル、㈱サンポー、
大和エンタープライズ㈱、犬山ライオンズクラブ（㈱新栄
工業）、犬山ロータリークラブ（㈱名古屋モウルド、㈱ハ
ニダ）、サントリープロダクツ㈱、㈱メイデン、犬山aiエネ
ルギー㈱、犬山ガス㈱、大同メタル工業㈱、犬山市消費者
団体協議会、愛知県地球温暖化防止活動推進員、NPO法人
犬山里学山研究所
▼協力団体　名古屋経済大学
▼問合せ先　公園緑地課（☎44・0345）

相
　談

募
　集

1011 広報いぬやま　H27・6・1号 広報いぬやま　H27・6・1号



INFORMATION お知らせ

「児童手当・特例給付　現況届」の提出と手当支払いのお知らせ

子育て世帯臨時特例給付金が給付されます

　児童手当法では、毎年 6月に支給要件を確認するため、児童手当を受けている人は「現況届」の提出が
必要です。（ 5月に転入等で認定請求書を出された人を除きます）対象者には、 5月下旬に現況届を送付
しましたので、必ず期限までに提出をお願いします。期限までに提出がない場合は、児童手当を受けられ
ないことがあります。なお、 6月の第一週目が過ぎても届かない場合は、子ども未来課まで問い合わせて
ください。
▼現況届の提出に必要な添付書類など
　○健康保険被保険者証の写しなど（受給者がサラリーマンなどの場合）
　○その他必要に応じて提出する書類があります。
▼�提出方法　市役所開庁時間（平日のみ午前 8時30分〜午後 5時15分（毎月第 1・ 3火曜日は午後 7時ま
で延長））に子ども未来課窓口で提出又は郵送
▼提出期限・提出先　 6月30日㊋（郵送の場合は 6月30日㊋必着）までに子ども未来課育成担当へ
▼�6 月定期支払い　児童手当（平成27年 2 月分〜 5月分）を 6月10日㊌に振り込み予定です。該当の人は
通帳にて確認をお願いします。なお、次回の定期支払いは、10月を予定しています。
▼問合せ先　子ども未来課育成担当（�☎44・0323）
　※�児童手当の全部か一部の支給を受けずに、子育て支援に活かしてほしいという人は、簡単な手続きで
市に寄付することができます。

　消費税率引上げの影響等を踏まえ、子育て世帯に対して、子育て世帯臨時特例給付金が支給されます。
支給対象者は平成27年 6 月分の児童手当の対象となる児童で、1人につき 3千円が給付されます。ただし、
平成26年の所得が児童手当の所得制限額を超える人は支給対象外となります。
　給付金を受け取るためには、申請書の提出が必要です。対象者には、 5月下旬に「児童手当・特例給付　
現況届」と一緒に申請書を送付しました。なお、 6月の第一週目が過ぎても届かない場合は、子ども未来
課まで問い合わせてください。
　また、公務員の人は職場から申請書などが配布されますので、期限内に市役所へ申請してください。
　いずれも期限までに提出がない場合は、給付金を受けることができません。
▼申請期間　 6月 1日㊊〜11月30日㊊（郵送の場合は11月30日消印有効）
▼申請方法　①窓口で提出　※出張所では受け付けしていません。
　　　　　　＊ 6月 1日㊊〜30日㊋
　　　　　　　�子ども未来課（平日のみ午前 8時30分〜午後 5時15分（毎月第 1・ 3火曜日は午後 7時ま

で延長））
　　　　　　＊ 7月 1日㊌〜11月30日㊊
　　　　　　　市役所西庁舎（平日のみ午前 9時〜午後 5時）
　　　　　　②郵送で提出
▼支払いについて　10月以降に振り込み予定です。
▼問合せ先　子育て世帯臨時特例給付金コールセンター（☎63・3301）

■�

若
者
の
就
労

　

無
料
相
談

　

専
門
の
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
（
進
路
・
就
職
相
談
の
専
門

家
）
に
よ
る
個
別
相
談
と
適
性
診

断
を
実
施
し
ま
す
。

▼
と
き　

6
月
25
日
㊍
午
後
1
時

〜
5
時
（
1
人
35
分
ま
で
）　

▼
と
こ
ろ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
犬
山　

プ
レ
ハ
ブ
会
議
室　

▼
対
象　

無

業
の
状
態
に
あ
る
若
者
（
15
歳
〜

概
ね
40
歳
）、
子
ど
も
の
就
職
に

悩
み
が
あ
る
保
護
者　

▼
定
員　

5
人　

▼
相
談
料　

無
料　

▼
申

込
み　

前
日
ま
で
に
電
話
で
い
ち

の
み
や
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
（
☎
0
5
8
6
・
64
・
６

３
４
９　

㊋
〜
㊏
午
前
10
時
〜
午

後
5
時
受
付
）
へ
（
厚
生
労
働
省

委
託
事
業
）

■�

暴
走
族
追
放

　

強
調
月
間

　

6
月
1
日
㊊
〜
30
日
㊋

　

暴
走
を
「
し
な
い
」、「
さ
せ
な

い
」、「
見
に
行
か
な
い
」

〜
暴
走
族　

な
く
し
て
住
み
よ
い　

ま
ち
づ
く
り
〜

　

6
月
は
暴
走
族
追
放
強
調
月
間

で
す
。
県
内
の
暴
走
族
は
減
少
傾

向
に
あ
り
ま
す
が
、
夏
に
向
け
て

活
動
が
活
発
に
な
る
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。
地
域
の
治
安
悪
化
の
要
因

の
ひ
と
つ
と
な
る
暴
走
族
が
い
な

い
ま
ち
づ
く
り
を
皆
で
進
め
ま

し
ょ
う
。

▼
問
合
せ
先　

社
会
教
育
課
（
☎

44
・
0
3
5
3
）

■�

6
月
1
日
〜
7
日
は

水
道
週
間

　
『
カ
ラ
カ
ラ
で　

蛇
口
に
飛
び

込
む　

僕
の
口
』

　

水
道
に
つ
い
て
の
理
解
と
関
心

を
高
め
る
た
め
、
全
国
一
斉
に
水

道
週
間
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

水
道
は
、
飲
料
水
や
調
理
を
始

め
洗
顔
、
掃
除
、
入
浴
な
ど
の
日

常
の
生
活
用
水
と
し
て
欠
か
す
こ

と
の
で
き
な
い
大
切
な
施
設
で
す
。

　

期
間
中
、
市
水
道
課
で
は
、
市

役
所
や
出
張
所
に
お
い
て
水
道
水

に
関
す
る
ポ
ス
タ
ー
の
展
示
や
、

指
定
水
道
工
事
店
協
同
組
合
の
協

力
を
得
て
無
人
公
共
施
設
の
水
道

設
備
の
点
検
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、県
で
は
、水
源
の
確
保
、

水
質
の
保
全
な
ど
に
つ
い
て
一
緒

に
考
え
、
県
営
水
道
へ
の
理
解
と

関
心
を
高
め
て
も
ら
う
た
め
、
次

の
と
お
り
県
営
犬
山
浄
水
場
の
一

般
開
放
が
行
わ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
お

出
か
け
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

6
月
1
日
㊊
〜
7
日
㊐

午
前
10
時
〜
午
後
4
時　

▼
と
こ

ろ　

県
営
犬
山
浄
水
場
（
☎
61
・

5
0
7
7
）　

▼
参
加
料　

無
料　

▼
一
般
開
放
に
関
す
る
問
合
せ
先　

県
企
業
庁
水
道
事
業
課
（
☎
052
・

954
・
6
6
8
3
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w
w
.

pref.aichi.jp/suido/

■�

下
水
道
に
接
続
し
て

く
だ
さ
い

　

公
共
下
水
道
の
供
用
開
始
区
域

内
に
住
ん
で
い
る
全
て
の
人
が
下

水
道
へ
接
続
さ
れ
る
と
、
家
庭
等

か
ら
の
排
水
に
よ
る
側
溝
か
ら
の

悪
臭
が
な
く
な
る
な
ど
、
快
適
な

生
活
環
境
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
公
共
下
水
道
が
供
用

開
始
さ
れ
た
場
合
は
、
下
水
道
に

遅
滞
な
く
接
続
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
、
下
水
道
法
第
10
条
に

接
続
義
務
の
明
記
が
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
接
続
が
済
ん
で
い
な
い

人
は
、
一
日
も
早
く
工
事
を
す
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

現
在
、
市
の
公
共
下
水
道
供
用

開
始
区
域
内
の
接
続
率
は
84
％
で

す
。

　

な
お
、
接
続
が
さ
れ
て
い
な
い

人
に
対
し
て
は
、
下
水
道
へ
早
期

に
接
続
し
て
い
た
だ
く
た
め
に

P‌

R
訪
問
を
実
施
し
ま
す
。

　

接
続
工
事
の
申
し
込
み
は
、
犬

山
市
排
水
設
備
指
定
工
事
店
に
依

頼
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
現
在
接
続
済
で
増
改
築

や
建
替
え
等
に
よ
り
、
排
水
設
備

を
変
更
さ
れ
る
場
合
も
申
請
書
の

提
出
が
必
要
で
す
の
で
、
指
定
工

事
店
へ
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先　

下
水
道
課
（
☎

44
・
0
3
3
7
）

■�

全
国
一
斉
「
子
ど
も

の
人
権
１
１
０
番
」

強
化
週
間

　

い
じ
め
・
虐
待
な
ど
、
子
ど
も

の
人
権
に
か
か
わ
る
悩
み
ご
と
、

心
配
ご
と
な
ど
の
電
話
相
談
に
応

じ
ま
す
。
相
談
内
容
の
秘
密
は
固

く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
ひ
と
り
で

悩
ま
ず
、
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
と
き　

6
月
22
日
㊊
〜
28
日
㊐

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
7
時
（
㊏

㊐
は
午
前
10
時
〜
午
後
5
時
）　

▼
相
談
専
用
電
話　

子
ど
も
の
人

権
11

0
番
（
☎
０
１
２０

・
００７

・
１１０
）　

▼
問
合
せ
先　

名
古
屋

法
務
局
人
権
擁
護
部
（
☎
052
・
952

・
8
111

　

内
線
１
４
５
０
）

生
　活
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INFORMATION お知らせ

■�

生
ご
み
処
理
機
補
助

金
を
交
付
し
て
い
ま

す

　

市
で
は
生
ご
み
の
減
量
対
策
の

一
環
と
し
て
、
電
動
生
ご
み
処
理

機
な
ど
の
家
庭
用
生
ご
み
処
理
機

の
購
入
に
対
し
補
助
金
を
交
付
し

て
い
ま
す
。

　

ご
み
の
分
別
と
あ
わ
せ
て
家
庭

で
も
生
ご
み
の
減
量
対
策
と
し

て
、
ぜ
ひ
こ
の
補
助
制
度
を
活
用

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
対
象　

市
内
に
住
所
を
有
し
、

か
つ
在
住
す
る
人
で
、
市
内
又
は

市
外
の
販
売
店
で
生
ご
み
処
理
機

を
購
入
し
た
人
。1
世
帯
1
基（
た

だ
し
、買
い
替
え
に
よ
る
場
合
は
、

補
助
金
交
付
を
受
け
て
設
置
さ
れ

た
も
の
が
5
年
以
上
経
過
し
た
場

合
に
限
り
、補
助
の
対
象
と
す
る
）　

▼
補
助
金
額　

購
入
金
額
の
2
分

の
1
（
限
度
額
３０

，
0
0
0
円
）　

▼
申
込
み　

家
庭
用
生
ご
み
処
理

機
補
助
金
交
付
申
請
書
兼
請
求

書
、
販
売
証
明
書
（
販
売
店
に
て

証
明
を
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
）
及

び
領
収
書
を
添
え
て
ご
み
減
量
推

進
課
（
☎
44
・
０３

４
４
）
又
は

各
出
張
所
へ

■�

合
併
処
理
浄
化
槽
設

置
整
備
事
業
補
助
金

　

市
で
は
、
生
活
排
水
に
よ
る
公

共
用
水
域
の
水
質
汚
濁
を
防
止
す

る
た
め
、
居
住
用
住
宅
の
し
尿
汲

み
取
り
便
槽
や
単
独
処
理
浄
化
槽

か
ら
合
併
処
理
浄
化
槽
に
転
換
を

す
る
場
合
に
、
補
助
金
を
交
付
し

て
い
ま
す
。

　

4
月
1
日
か
ら
補
助
金
を
増
額

し
て
い
ま
す
の
で
、
活
用
し
て
く

だ
さ
い
。

　

新
築
の
際
に
設
置
す
る
場
合
は

対
象
外
と
な
る
な
ど
補
助
金
の
交

付
に
は
要
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、

補
助
対
象
に
該
当
す
る
か
ど
う
か

や
、
申
請
の
手
続
き
等
に
つ
い
て

■�

リ
サ
イ
ク
ル
に
協
力
を

◆
地
域
で
行
わ
れ
る
資
源
回
収

（
6
月
分
）

〔
小
・
中
学
校
〕

13
日
㊏
…
城
東
小
学
校

　
　
　
　
（
☎
61
・
2
5
0
1
）

27
日
㊏
…
犬
山
北
小
学
校

〔
犬
山
地
区
〕

毎
週
木
曜
日
…
午
前
8
時
30
分
〜　

　
　
　
　

�

10
時
犬
山
駅
前
通
り
発

展
会

1
日
㊊
…
大
本
町
町
内
会

6
日
㊏
…
上
野
東
子
供
会

23
日
㊋
…�

犬
山
市
身
体
障
害
者
福

祉
協
会
（
☎
61
・
８
０

０８
　

活
動
セ
ン
タ
ー

ふ
れ
ん
ど
）

■�

健
康
診
査
が
始
ま

り
ま
し
た

　

40
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
国

民
健
康
保
険
加
入
の
皆
さ
ん

と
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

加
入
の
皆
さ
ん
に
対
し
、
5

月
下
旬
に
健
康
診
査
受
診
券

を
送
付
し
ま
し
た
。
こ
の
健

診
は
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
に
着
目
し
た
生
活
習

慣
病
予
防
の
た
め
の
健
診
で

す
。

　

受
診
期
間
は
、
12
月
30
日

㊌（
一
部
医
療
機
関
を
除
く
）

ま
で
で
す
。
早
め
の
受
診
を

お
願
い
し
ま
す
。
詳
細
は
郵

送
さ
れ
た
受
診
券
を
見
て
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
市
で
は
、
健
診
な

ど
の
円
滑
な
実
施
の
た
め
、

目
標
受
診
率
な
ど
を
定
め
た

「
第
2
期
特
定
健
康
診
査
等

実
施
計
画
（
平
成
25
年
度
〜

平
成
29
年
度
）」
を
策
定
し

て
い
ま
す
。
計
画
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま

す
。

▼
問
合
せ
先　

保
険
年
金
課　

国
民
健
康
保
険
担
当
（
☎

44
・
０３２７



）

は
事
前
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

▼
問
合
せ
先　

ご
み
減
量
推
進
課

（
☎
44
・
0
3
44

）

人槽区分 限度額

5人槽 332,000円

6〜 7人槽 414,000円

8〜10人槽 548,000円

※
団
体
の
都
合
で
日
程
が
変
更
さ
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
日
程
の
変
更
・
回
収
等
に
つ
い
て

は
各
団
体
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先　

ご
み
減
量
推
進
課

（
☎
44
・
0
3
44

）

◆わん丸リサイクル小屋（リサイクル品販売）開設

と　き 6 月14日㊐  午後 1 時〜 4 時
ところ わん丸リサイクル小屋（上坂公園西）
実施内容 家具・小物類・古本などの販売
対   象 市内在住の人
その他 一部抽選品あり（抽選は午後 2時30分から）

○購入品は各自午後 4時までに搬出してください。

◆エコステーション（資源物の回収拠点）開設
エコステーション わん丸エコステーション

と 　 き

6月14日㊐ 6月21日㊐ 6月28日㊐ 常　　　設

午前 9時
　〜午後 4時

午前 9時
　〜正午

午前 9時
　〜正午

平日：午前 8時30分〜正午
　　　午後 1時〜 3時30分
土曜：午前 8時30分〜11時30分
　　　※日曜・祝日・12/29〜 1 / 3 は休業

と こ ろ わん丸リサイクル小屋敷
地内（上坂公園西） 南部公民館駐車場 市役所西庁舎 犬山市都市美化センター 敷地内

回収品目 新聞・雑誌・雑がみ・段ボール・布類・紙パック・アルミ
缶・スチール缶・ペットボトル・プラスチック製容器包装

左記の品目に加えて空きびん（無色・茶
色・その他）、廃食用油（植物性のみ）・
小型家電9品目・パソコン

対　　象 市内在住の人
そ の 他 各自で資源容器に投入
※わん丸エコステーションで実施していた粗品交換用のスタンプカードは、3月で発行を終了しました。
　現在お持ちのカードはしばらく利用できますが、粗品が無くなり次第、交換を終了させていただきます。

平成27年度の市民税･県民税納税通知書を6月10日㊌に発送
　通知書の内容を確認して、納期限までに納めてください。

1住宅借入金等特別控除の延長・拡充
　居住年の適用期限が平成25年12月31日から平成29年12月31日まで 4年間延長となります。
　また、平成26年 4 月 1 日〜平成29年12月31日までに居住用に供した場合、控除限度額が拡充されます。

居住年月日 控除限度額

現　行 〜平成25年12月31日
所得税の課税総所得金額× 5％（最高97,500円）

改正後
平成26年 1 月 1 日〜 3月31日

平成26年 4 月 1 日〜平成29年12月31日 所得税の課税総所得金額× 7％（最高136,500円）

※控除期間は10年間です。

2上場株式等の配当・譲渡所得等にかかる軽減税率の廃止
　上場株式等の配当・譲渡所得等にかかる10％軽減税率の特例措置は、平成25年12月31日をもって廃止となり、平成
26年 1 月 1 日以後は、本則税率の20％が適用されております。

上場株式等の譲渡所得にかかる税率

区　分 平成21年分〜平成25年分 平成26年分〜

金融商品取引業者等を通じた売買等 10％（所得税 7％、住民税 3％）
20％（所得税15％、住民税5％）

上記以外 20％（所得税15％、住民税 5％）

上場株式の配当に係る税率

平成21年分〜平成25年分 平成26年分〜

10％（所得税 7％、住民税 3％） 20％（所得税15％、住民税 5％）

▼問合せ先　税務課市民税グループ（☎44・0314）

平成27年度からの改正点

■�

家
屋
調
査
に

　

ご
協
力
を

　

新
築
ま
た
は
増
築
を
し
た
家
屋

は
、
翌
年
度
か
ら
固
定
資
産
税
及

び
都
市
計
画
税
の
課
税
対
象
と
な

る
た
め
、
建
築
後
に
現
地
調
査
を

実
施
し
税
額
を
算
出
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
で
は
「
固
定
資
産
評

価
補
助
員
証
」
を
携
帯
し
た
担
当

職
員
が
訪
問
し
て
、
家
屋
図
面
の

閲
覧
や
、
各
部
屋
の
内
装
、
設
備

等
の
確
認
を
し
ま
す
の
で
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■�

家
屋
を
取
り
壊
し
た

と
き
は
届
出
を

　

家
屋
を
取
り
壊
し
た
と
き
は
届

出
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

「
家
屋
取
り
壊
し
届
出
書
」
を
税

務
課
資
産
税
グ
ル
ー
プ
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
法
務
局

に
お
い
て
滅
失
登
記
の
手
続
き
を

年
内
中
に
さ
れ
た
場
合
は
提
出
不

要
で
す
。

　

な
お
、
固
定
資
産
税
は
そ
の
年

の
1
月
1
日
現
在
の
状
況
に
よ
り

課
税
さ
れ
ま
す
の
で
、
1
月
2
日

以
後
に
家
屋
を
取
り
壊
し
た
場
合

で
も
そ
の
年
度
の
固
定
資
産
税
は

納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。■�新

築
住
宅
に
お
け
る

固
定
資
産
税
の
減
額

　

今
年
中
に
新
築
さ
れ
た
住
宅
で

要
件
を
満
た
す
場
合
は
、
固
定
資

産
税
が
一
定
期
間
減
額
と
な
り
ま

す
。

　

ま
た
、
長
期
優
良
住
宅
の
認
定

を
受
け
て
い
る
住
宅
は
、
固
定
資

産
税
の
減
額
期
間
が
長
く
な
り
ま

す
。

　

減
額
の
要
件
及
び
詳
細
に
つ
い

て
は
、
税
務
課
資
産
税
グ
ル
ー
プ

ま
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※
長
期
優
良
住
宅
と
は
、
腐
食
の

防
止
等
の
処
理
が
さ
れ
た
住
宅
で

県
知
事
の
認
定
を
受
け
た
も
の
を

い
い
ま
す
。

▼
問
合
せ
先　

税
務
課
資
産
税
グ

ル
ー
プ
（
☎
44
・
0
3
15

）
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健 康 ーナーコ民市

▶市民健康館さら・さくら（☎63・3800）（FAX65・3080）㊏・㊐・㊗を除く午前 8時30分〜午後 5時
▶保　健　セ　ン　タ　ー（☎61・1176）（FAX61・1769）

お知らせ

■�

市
役
所
で
健
康
相
談

　

市
民
健
康
館
の
保
健
師
・
看
護

師
が
市
役
所
に
月
に
1
回
出
向
い

て
血
圧
測
定
と
健
康
相
談
を
実
施

し
ま
す
。
喫
煙
者
向
け
に
呼
気
一

酸
化
炭
素
濃
度
測
定
も
実
施
し
ま

す
。

※
一
酸
化
炭
素
は
タ
バ
コ
に
含
ま

れ
る
有
害
物
質
の
ひ
と
つ
で
あ

り
、
ど
の
く
ら
い
有
害
物
質
を
体

内
に
取
り
込
ん
で
い
る
か
が
わ
か

り
ま
す
。

▼
と
き　

6
月
8
日
㊊
午
前
10
時

〜
11
時
30
分　

▼
と
こ
ろ　

市
役

所
ロ
ビ
ー　

▼
定
員　

な
し
（
予

約
不
要
）　

▼
問
合
せ
先　

市
民

健
康
館
さ
ら
・
さ
く
ら

■�

歯
科
な
ん
で
も
相
談

　

市
民
健
康
館
に
お
い
て
無
料
か

つ
予
約
不
要
で
、
市
内
の
歯
科
医

師
に
気
軽
に
相
談
で
き
る
健
康
相

談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

▼
と
き　

6
月
11
日
㊍
午
後
1
時

30
分
〜
3
時　

▼
と
こ
ろ　

市
民

健
康
館
医
療
相
談
室　

▼
担
当　

た
き
ざ
わ
歯
科
医
院　

滝
沢
秀
彦　

▼
定
員　

な
し
（
当
日
先
着
順
）　

▼
問
合
せ
先　

市
民
健
康
館
さ

ら
・
さ
く
ら

■�

健
康
な
ん
で
も
相
談

　

毎
月
、
市
民
健
康
館
に
お
い
て

無
料
か
つ
予
約
不
要
で
、
市
内
の

医
師
に
気
軽
に
相
談
で
き
る
健
康

相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

▼
と
き　

6
月
16
日
㊋
午
後
1
時

30
分
〜
3
時　

▼
と
こ
ろ　

市
民

健
康
館
医
療
相
談
室　

▼
担
当　

村
上
内
科
医
師　

村
上
研

▼
定
員　

な
し
（
当
日
先
着
順
）　

▼
問
合
せ
先　

市
民
健
康
館
さ

ら
・
さ
く
ら

■�

健
康
体
力
チ
ェ
ッ
ク

と
運
動
処
方

　

自
分
の
体
力
を
知
り
健
康
づ
く

り
に
役
立
て
ま
し
ょ
う
！
運
動
処

方
で
は
、
健
康
運
動
指
導
士
が
体

力
チ
ェ
ッ
ク
の
結
果
を
基
に
、
効

果
的
な
運
動
の
方
法
な
ど
を
ア
ド

バ
イ
ス
し
ま
す
。

▼
と
き
・
時
間　

6
月
18
日
㊍
午

後
1
時
15
分
〜
2
時
45
分 

（
運
動

処
方
は
午
後
1
時
15
分
〜
3
時
）　

▼
と
こ
ろ　

市
民
健
康
館
交
流

ホ
ー
ル　

▼
対
象　

ど
な
た
で
も　

▼
内
容　

体
力
測
定
（
脚
筋
力
・

握
力
測
定
、
長
座
体
前
屈
な
ど
）　

▼
参
加
料　

無
料　

▼
持
ち
物　

健
康
手
帳
、
過
去
に
体
力
チ
ェ
ッ

ク
を
受
け
た
こ
と
の
あ
る
人
は
、

体
力
チ
ェ
ッ
ク
表　

▼
問
合
せ
先　

市
民
健
康
館
さ
ら
・
さ
く
ら

※
運
動
で
き
る
服
装
で
お
出
か
け

く
だ
さ
い
。

■�

骨
密
度
チ
ェ
ッ
ク

　

測
定
後
は
市
の
保
健
師
・
栄
養

士
が
結
果
に
基
づ
い
て
ア
ド
バ
イ

ス
し
ま
す
。

▼
と
き　

6
月
16
日
㊋
午
前
10
時

〜
（
予
約
時
に
こ
ち
ら
の
指
定
し

た
時
間
内
に
お
越
し
く
だ
さ
い
）　

▼
と
こ
ろ　

市
民
健
康
館　

▼
対

象　

市
内
在
住
の
20
歳
以
上
の
人

（
平
成
26
年
6
月
以
降
に
骨
密
度

チ
ェ
ッ
ク
を
し
た
人
を
除
く
）　

▼
測
定
方
法　

超
音
波
に
よ
る
踵

骨
の
骨
密
度
測
定　

▼
測
定
料　

3
0
0
円　

▼
定
員　

50
人　

▼
持
ち
物　

健
康
手
帳　

▼
申
込

み　

事
前
予
約
が
必
要
で
す
。
現

在
受
付
中　

▼
問
合
せ
先　

市
民

健
康
館
さ
ら
・
さ
く
ら

第
2
次
み
ん
な
で
進
め
る
健
康
プ
ラ
ン
⑮

ち
ょ
っ
と
カ
ラ
ダ
と
向
き
合
う
時
間
〜
腎
臓
編
〜

　

私
た
ち
の
カ
ラ
ダ
の
中
に
は
、

た
く
さ
ん
の
臓
器
が
詰
ま
っ
て
い

ま
す
。
臓
器
そ
れ
ぞ
れ
に
役
割
が

あ
り
、
元
気
な
日
も
疲
れ
て
い
る

日
も
毎
日
よ
く
働
い
て
く
れ
て
い

ま
す
。

　

今
回
は
、小
さ
な
臓
器
で
す
が
、

生
命
・
健
康
に
と
っ
て
欠
か
せ
な

い
と
て
も
重
要
な
役
割
を
担
っ
て

い
る
「
腎
臓
」
に
つ
い
て
で
す
。

Ｑ
．
腎
臓
は
ど
こ
に
あ
っ
て
、
ど

の
く
ら
い
の
大
き
さ
？

Ａ
．
腎
臓
は
、
背
中
側
の
腰
の
上

あ
た
り
に
、
左
右
1
つ
ず
つ
あ
る

臓
器
で
す
。
ち
ょ
う
ど
ソ
ラ
マ
メ

の
よ
う
な
形
を
し
て
お
り
、
1
個

の
大
き
さ
は
大
人
の
握
り
こ
ぶ
し

程
度
、
重
さ
は
1
2
0
〜
１
５
０

g
く
ら
い
で
す
。

Ｑ
．
腎
臓
は
ど
ん
な
働
き
を
し
て

い
る
の
？

Ａ
．
①
血
液
中
の
老
廃
物
を
取
り

除
く

　

血
液
中
の
老
廃
物
を
取
り
除

き
、
き
れ
い
に
し
て
再
び
体
内
へ

戻
す
の
が
腎
臓
の
大
き
な
役
割
で

す
。
取
り
除
か
れ
た
老
廃
物
は
、

尿
と
し
て
体
外
へ
排
出
さ
れ
ま
す
。

②
体
内
の
水
分
量
な
ど
を
一
定
に

保
つ

　

体
を
構
成
す
る
要
素
の
う
ち
、

約
60
％
は
水
分
（
体
液
）
で
す
。

腎
臓
で
は
、
尿
の
排
出
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
こ
と
で
、
体
液
の
量

や
成
分
を
調
節
し
て
い
ま
す
。

　

水
分
を
と
り
過
ぎ
た
場
合
、
腎

臓
は
尿
を
薄
く
し
て
余
分
な
水
分

を
体
外
に
排
出
し
ま
す
。
体
内
の

水
分
量
が
少
な
い
と
き
は
、
尿
を

濃
く
し
て
尿
量
を
へ
ら
し
ま
す
。

③
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌

　

赤
血
球
を
つ
く
る
ホ
ル
モ
ン
を

分
泌
し
て
、
血
液
の
生
成
を
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
し
ま
す
。
ま
た
、
血
圧

を
調
整
す
る
ホ
ル
モ
ン
を
分
泌

し
、
高
血
圧
を
防
ぎ
ま
す
。そ
し

て
、腎
臓
に
お
い
て
ビ
タ
ミ
ン
D

は
活
性
化
さ
れ
、
カ
ル
シ
ウ
ム
の

吸
収
を
促
進
し
ま
す
。

Ｑ
．
慢
性
腎
臓
病
（
C
K
D
）
と

は
、
ど
ん
な
病
気
？

Ａ
．
注
目
を
集
め
る
新
し
い
「
国

民
病
」
で
す
。
腎
臓
が
障
害
さ
れ

た
り
、
腎
機
能
の
低
下
が
続
く
病

気
の
総
称
で
す
。
成
人
の
8
人
に

1
人
は
こ
の
慢
性
腎
臓
病

（
C
K
D
）
に
当
て
は
ま
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
腎
臓
の
障
害
や

腎
機
能
の
低
下
は
、
腎
臓
自
体
の

様
々
な
病
気
が
原
因
に
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
生
活
習

慣
病
や
肥
満
な
ど
が
危
険
因
子
と

な
っ
て
、
腎
臓
の
異
常
を
引
き
起

こ
す
ケ
ー
ス
も
多
く
あ
り
ま
す
。

Ｑ
．
腎
臓
の
働
き
を
チ
ェ
ッ
ク
す

る
に
は
？

Ａ
．
尿
検
査
で
「
尿
た
ん
ぱ
く
」

を
調
べ
、
血
液
検
査
で
「
血
清
ク

レ
ア
チ
ニ
ン
値
」
を
調
べ
る
こ
と

で
、
慢
性
腎
臓
病
と
診
断
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
ず
は
、
健
康

診
査
を
受
け
て
自
身
の
腎
臓
の
働

き
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

■�

旧
堀
部
家
住
宅
が

　

オ
ー
プ
ン
し
ま
す

　

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
等
の
た
め
臨
時

休
館
し
て
い
た
旧
堀
部
家
住
宅

が
、
6
月
3
日
㊌
に
オ
ー
プ
ン
し

ま
す
。

　

館
の
愛
称
を
「
木
之
下
城
伝
承

館
・
堀
部
邸
」
と
し
て
、
犬
山
城

や
木
ノ
下
城
な
ど
の
文
化
資
産
の

情
報
発
信
を
し
て
い
き
ま
す
。
歴

史
的
雰
囲
気
を
味
わ
え
る
空
間
と

し
て
、
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ

さ
い
。
皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

▼
開
館
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後

4
時
（
㊊
・
㊋
休
館
）　

▼
問
合

せ
先　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
古
代
邇
波
の

里
・
文
化
遺
産
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
☎
68
・
２２７２



）ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ　

http://niw
asato.net

■�

平
成
28
年
度
「
民
俗

文
化
財
保
存
伝
承
事

業
補
助
金
」

　

市
で
は
伝
統
行
事
な
ど
の
保
存

伝
承
の
た
め
「
民
俗
文
化
財
保
存

伝
承
事
業
補
助
金
」
制
度
を
設
け

て
い
ま
す
。
平
成
28
年
度
に
伝
統

行
事
な
ど
の
道
具
の
修
理
や
整

備
、
後
継
者
育
成
事
業
を
計
画
し

て
い
る
団
体
で
、
補
助
金
交
付
申

請
の
希
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
6

月
30
日
㊋
ま
で
に
歴
史
ま
ち
づ
く

り
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
補
助
金
の
対
象
と
な
る
事
業　

継
続
的
に
行
わ
れ
る
祭
礼
、芸
能
、

年
中
行
事
な
ど
で
指
定
文
化
財
で

は
な
い
も
の
に
関
連
す
る
事
業
の

う
ち
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
も
の　

①
伝
統
行
事
な
ど
に
使

用
さ
れ
る
道
具
の
保
存
修
理
事
業

ま
た
は
整
備
事
業　

②
神
楽
屋
形

な
ど
の
保
存
修
理
事
業　

③
後
継

者
育
成
事
業　

▼
補
助
金
を
受
け

る
こ
と
の
で
き
る
団
体　

伝
統
行

事
な
ど
を
継
続
的
に
実
施
し
て
い

る
団
体　

▼
問
合
せ
先　

市
歴
史

ま
ち
づ
く
り
課
（
☎
44
・
０
３
５

４
）■�

善
意
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
（
敬
称
略
）

●
市
環
境
保
全
基
金
へ

▽
１
３
，
４
２０

円　

わ
ん
丸
リ

サ
イ
ク
ル
ク
ラ
ブ

※
皆
さ
ん
の
善
意
は
、
市
民
活
動

や
福
祉
、
環
境
保
全
な
ど
に
役
立

て
て
い
き
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

市
で
は
定
住
促
進
を
図
る
た

め
、
市
外
在
住
の
子
世
帯
が
、
市

内
在
住
の
親
世
帯
と
同
居
ま
た
は

近
居
す
る
場
合
の
住
宅
の
建
築
・

取
得
や
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
に
対
し

て
補
助
を
行
い
ま
す
。

●
同
居
支
援
タ
イ
プ

［
対
象
者
］

　

市
内
在
住
の
親
世
帯
（
祖
父
母

世
帯
で
も
可
）
と
同
居
を
予
定
す

る
市
外
在
住
の
子
世
帯
。（
今
後

1
年
以
内
に
結
婚
す
る
場
合
も
含

み
ま
す
）

［
対
象
と
な
る
住
宅
］

　

市
内
の
一
戸
建
住
宅
及
び
マ
ン

シ
ョ
ン
等
の
住
戸
。（
新
築
、
中

古
は
問
い
ま
せ
ん
が
、
賃
貸
住
宅

は
対
象
外
で
す
）

［
補
助
内
容
］

　

持
家
を
リ
フ
ォ
ー
ム
ま
た
は
住

宅
を
新
築
や
購
入
す
る
費
用
の

1
/
2
、
上
限
60
万
円
を
補
助
。

5
件
を
予
定
。

●
近
居
支
援
タ
イ
プ

［
対
象
者
］

　

市
内
在
住
の
親
世
帯
（
祖
父
母

世
帯
で
も
可
）
に
近
居
を
予
定
す

る
市
外
在
住
の
子
世
帯
。（
今
後

1
年
以
内
に
結
婚
す
る
場
合
も
含

み
ま
す
）

［
対
象
と
な
る
住
宅
］

　

同
居
支
援
タ
イ
プ
と
同
様
で
す
。

［
補
助
内
容
］

　

子
世
帯
が
住
宅
を
新
築
や
購
入

す
る
費
用
の
う
ち
、
上
限
20
万
円

を
補
助
。
50
件
を
予
定
。

▼
受
付
開
始

　

7
月
1
日
㊌
（
7
月
1
日
㊌
〜

7
日
㊋
の
間
に
予
定
枠
を
超
え
た

場
合
は
、
抽
選
で
決
定
し
ま
す
）

▼
申
請
時
の
注
意

　

転
居
、
工
事
・
売
買
契
約
や
建

物
登
記
の
時
期
な
ど
に
よ
っ
て
は

補
助
の
対
象
と
な
ら
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
み　

都
市
計
画
建
築
課

建
築
・
景
観
担
当
（
☎
44
・
０
３

３
１
）
へ

サポート
  します！

ターン
定住  を

主な条件

項目 同居支援タイプ 近居支援タイプ

対象者の
条件

親世帯:市内に1年以上継続して住んでいること
子世帯:市外に1年以上継続して住んでいること
なお子世帯は夫婦のどちらかが40歳以下

同居・
近居の条件

親世帯と子世帯が同一敷地（隣
接地を含み、マンション等の場合
は同一棟に限ります）内に居住

市内に居住

補助対象
経費

リフォーム工
事費(市内事業
者の施工に限
ります)

住宅の購入費
または住宅の
新築・改築・
増築の工事費

住宅の購入費
または住宅の
新築工事費

申請時期 工事の契約前
建物の登記前（申請時に売買等
の契約の有無は問いませんが、
7月 1日以降の契約に限ります）
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INFORMATION

【
十
の
実
践
】⑥
定
期
的
に
健
康
診
査
を
受
け
よ
う

健 康 ーナーコ民市

健 康 ーナーコ民市

▶市民健康館さら・さくら（☎63・3800）（FAX65・3080）㊏・㊐・㊗を除く午前 8時30分〜午後 5時
▶保　健　セ　ン　タ　ー（☎61・1176）（FAX61・1769）

犬
山
市
「
健
康
市
民
づ
く
り
」
宣
言

■�

選
ん
で
楽
し
く

　

健
康
レ
ス
ト
ラ
ン

　

日
常
の
食
事
が
適
量
で
バ
ラ
ン

ス
が
よ
い
か
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

　

食
べ
た
献
立
を
本
物
そ
っ
く
り

の
食
品
サ
ン
プ
ル
の
中
か
ら
選
ん

で
セ
ン
サ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
の

せ
る
と
、
カ
ロ
リ
ー
や
栄
養
成
分

が
一
目
で
分
か
り
ま
す
。
食
生
活

改
善
推
進
員
に
よ
る
ア
ド
バ
イ
ス

も
受
け
ら
れ
ま
す
。（
予
約
不
要
、

時
間
内
で
あ
れ
ば
随
時
受
付
）

▼
と
き　

6
月
23
日
㊋
午
前
10
時

30
分
〜
正
午
、
午
後
1
時
〜
3
時

（
受
付
は
終
了
15
分
前
ま
で
）　

▼
と
こ
ろ　

市
民
健
康
館
ロ
ビ
ー　

▼
対
象　

ど
な
た
で
も　

▼
内
容　

栄
養
バ
ラ
ン
ス
チ
ェ
ッ
ク
と
ア
ド

バ
イ
ス　

▼
参
加
料　

無
料　

▼

持
ち
物　

健
康
手
帳
（
な
け
れ
ば

当
日
発
行
で
き
ま
す
）　

▼
問
合

せ
先　

市
民
健
康
館
さ
ら
・
さ
く

ら■�

一
般
不
妊
治
療
費

　

助
成
手
続
き

　

子
ど
も
を
生
み
育
て
た
い
と
い

う
希
望
を
も
ち
、
不
妊
治
療
を
受

け
て
い
る
夫
婦
へ
の
支
援
と
し

て
、
人
工
授
精
へ
の
助
成
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
申
請
締
切
は
平
成
28

年
3
月
15
日
㊋
で
、
申
請
書
類
は

保
健
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
。
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
が
で
き
ま
す
。

▼
対
象　

不
妊
症
と
診
断
さ
れ
、

保
険
適
用
外
の
人
工
授
精
の
治
療

を
受
け
て
い
る
夫
婦
（
所
得
制
限

あ
り
）　

▼
助
成
額　

人
工
授
精

に
要
し
た
自
己
負
担
額
の
1
/
2

相
当
額
、
1
年
度
あ
た
り
の
上
限

額
は
4
万
5
千
円
で
通
算
2
年
間
。

▼
問
合
せ
先　

保
健
セ
ン
タ
ー

■�

生
活
困
窮
者
自
立
支

援
事
業

　

平
成
27
年
4
月
1
日
の
生
活
困

窮
者
自
立
支
援
法
施
行
に
伴
い
、

新
た
に
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制

度
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
制

度
は
、
生
活
保
護
に
至
る
前
の
段

階
の
生
活
困
窮
者
に
対
し
、
自
立

相
談
支
援
等
を
実
施
す
る
こ
と

で
、「
自
立
の
促
進
」
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
自
立
に
向
け
た
支
援

と
し
て
、
4
月
1
日
か
ら
自
立
相

談
支
援
事
業
と
住
居
確
保
給
付
金

支
給
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
自
立
相
談
支
援
事
業

　

生
活
や
仕
事
に
心
配
・
不
安
・

悩
み
を
抱
え
て
い
る
人
に
対
し
、

地
域
に
お
い
て
自
立
し
た
生
活
が

行
え
る
よ
う
、
相
談
支
援
員
が
無

料
で
相
談
に
応
じ
、
そ
の
人
の
抱

え
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
対
応
し

た
支
援
へ
と
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

●
住
居
確
保
給
付
金
支
給
事
業

　

離
職
や
廃
業
か
ら
2
年
以
内
の

65
歳
未
満
の
者
で
経
済
的
に
困
窮

し
、
住
宅
を
喪
失
し
た
者
又
は
喪

失
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
者
に
対
し

て
、
家
賃
相
当
の
給
付
金
を
支
給

し
ま
す
。

　

各
事
業
の
要
件
等
に
つ
い
て

は
、
福
祉
課
ま
で
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先　

福
祉
課
（
☎
44
・

0
3
2
0
）

■�

入
鹿
池
の
耐
震
性
検

証
結
果
が
公
表
さ
れ

ま
し
た

　

大
規
模
地
震
時
に
お
け
る
入
鹿

池
の
安
全
性
に
つ
い
て
、
平
成
24

年
度
か
ら
平
成
26
年
度
ま
で
に
5

回
の
入
鹿
池
耐
震
性
検
証
委
員
会

（
事
務
局
：
愛
知
県
）
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
3
月
24
日
に
開
催
さ

れ
た
第
5
回
入
鹿
池
耐
震
性
検
証

委
員
会
に
お
い
て
耐
震
性
検
証
結

果
を
と
り
ま
と
め
、
入
鹿
池
は
想

定
さ
れ
る
大
規
模
地
震
に
対
し
耐

震
性
能
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

詳
細
は
愛
知
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
見
て
く
だ
さ
い
。

h
ttp
://w

w
w
.p
ref.a

ich
i.

jp/0000057453.htm
l

■�

2
0
1
5
わ
ん
丸
君

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

販
売

　

本
年
度
は
、
国
か
ら
の
地
域
活

性
化
・
地
域
住
民
生
活
等
緊
急
支

援
交
付
金
を
活
用
し
、
昨
年
に
引

き
続
き
、
7
月
4
日
か
ら
10
月
末

ま
で
の
約
4
か
月
間
、
市
内
で
使

用
で
き
る
総
額
2
億
9
，
4
0
0

万
円
分
の
わ
ん
丸
君
プ
レ
ミ
ア
ム

商
品
券
を
販
売
し
ま
す
。

　

な
お
、
今
回
は
、
プ
レ
ミ
ア
ム

率
が
20
％
と
な
り
、
市
内
7
箇
所

で
7
月
4
日
㊏
か
ら
の
一
斉
同
時

販
売
と
な
り
ま
す
。

　

詳
細
は
、
7
月
1
日
号
広
報
に

同
封
し
ま
す
購
入
申
込
書
付
き
チ

ラ
シ
を
見
て
く
だ
さ
い
。

▼
販
売
開
始
日
時　

7
月
4
日
㊏

10
時
か
ら　

▼
販
売
場
所　

①
犬

山
市
国
際
観
光
セ
ン
タ
ー
フ
ロ
イ

デ　

②
南
部
公
民
館　

③
楽
田
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー　

④
善
師
野
公

民
館　

⑤
キ
ャ
ス
タ
・
イ
ト
ー

ヨ
ー
カ
堂
犬
山
店　

⑥
清
水
屋
犬

山
店　

⑦
ナ
フ
コ
犬
山
店（
羽
黒
）　

▼
使
用
期
限　

7
月
4
日
㊏
〜
10

月
31
日
㊏　

▼
問
合
せ
先　

商
工

会
議
所
経
営
支
援
課
（
☎
62
・
５

２３３


）

■�

各
児
童
セ
ン
タ
ー
で

　

骨
密
度
チ
ェ
ッ
ク

　

児
童
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
て
い
る

子
育
て
広
場
「
ぽ
ん
ぽ
こ
」
に
参

加
す
る
保
護
者
を
対
象
に
、
骨
粗

し
ょ
う
症
予
防
の
講
座
と
骨
密
度

測
定
を
行
い
ま
す
。
そ
の
際
に
、

近
く
に
お
住
ま
い
の
人
も
測
定
が

で
き
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
を
ぜ

ひ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
・
と
こ
ろ　

犬
山
西
児
童

セ
ン
タ
ー
＝
6
月
5
日
㊎　

中
央

児
童
館
＝
6
月
9
日
㊋　

楽
田
児

童
セ
ン
タ
ー
＝
6
月
15
日
㊊　

城

東
児
童
セ
ン
タ
ー
＝
6
月
22
日
㊊　

犬
山
南
児
童
セ
ン
タ
ー
＝
6
月
23

日
㊋　

東
児
童
セ
ン
タ
ー
＝
6
月

24
日
㊌　

羽
黒
児
童
セ
ン
タ
ー
＝

6
月
29
日
㊊　

▼
対
象　

ぽ
ん
ぽ

こ
に
参
加
す
る
保
護
者
、
市
内
在

住
の
20
歳
以
上
の
人
（
1
年
以
内

に
骨
密
度
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
た
人

を
除
く
）　

▼
受
付
時
間　

ぽ
ん

ぽ
こ
に
参
加
す
る
保
護
者
＝
午
前

10
時
50
分
〜
（
骨
粗
し
ょ
う
症
予

防
の
講
座
を
10
分
ほ
ど
行
い
ま

す
）　

そ
れ
以
外
の
人
＝
午
前
11

時
30
分
〜
（
骨
密
度
測
定
）　

▼

測
定
方
法　

超
音
波
に
よ
る
踵
骨

の
骨
密
度
測
定　

▼
持
ち
物　

健

康
手
帳　

▼
測
定
料　

3
0
0
円　

▼
申
込
み　

ぽ
ん
ぽ
こ
に
参
加
す

る
保
護
者
は
予
約
不
要
、
そ
れ
以

外
の
人
は
、
6
月
1
日
㊊
か
ら
市

民
健
康
館
さ
ら
・
さ
く
ら
へ
（
要

予
約
）

■�

ち
ょ
こ
っ
と
歩
こ
う

犬
山

　

今
回
は
、
尾
張
広
域
緑
道
を
歩

く
コ
ー
ス
で
す
。
木
曽
川
の
自
然

を
感
じ
な
が
ら
健
康
づ
く
り
推
進

員
と
一
緒
に
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き　

6
月
22
日
㊊
午
前
10
時

〜
（
約
1
時
間
）　

▼
集
合
場
所　

木
曽
川
緑
地
公
園
管
理
棟
前　

▼
と
こ
ろ　

尾
張
緑
道
コ
ー
ス　

▼
参
加
料　

無
料　

▼
持
ち
物　

水
分
補
給
用
飲
料
、
歩
き
や
す
い

服
装
で
出
か
け
て
く
だ
さ
い　

▼
問
合
せ
先　

市
民
健
康
館
さ

ら
・
さ
く
ら

※
雨
天
中
止

■
健
康
講
座

「�

心
も
体
も
や
わ
ら
か

リ
セ
ッ
ト
！
」

〜
し
な
や
か
な
身
体
に
な
る
コ
ツ

教
え
ま
す
〜

　

体
を
ほ
ぐ
す
方
法
や
呼
吸
法
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
リ
ラ
ッ

ク
ス
し
た
気
持
ち
で
、
ゆ
っ
た
り

と
体
を
動
か
し
た
い
人
に
お
勧
め

の
講
座
で
す
。

▼
と
き　

7
月
7
日
㊋
午
前
9
時

30
分
〜
11
時
30
分　

▼
と
こ
ろ　

市
民
健
康
館　

▼
対
象　

市
内
在

　コミュニティバスを利用しながら、健康に関するお得な情報もゲットできる「走
る健康バス」。 3月に 2日間試行的に開催しましたが、約70人の方にご利用いた
だくことができました。
　このたび「走る健康バス」を市内の全路線で実施していくことになりました。
　今回は「楽田東部線」と「今井・前原線」で開催します。
　日頃からバスを利用している皆さんも、まだ乗ったことのない方々も、ぜひこ
の機会にコミュニティバスを利用してお出かけください。

○
実
地
日
時
：
6
月
17
日
㊌
路
線　

左
表
の
と
お
り

住
の
人　

▼
講
師　

ヨ
ガ
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー　

▼
定
員　

先
着
50

人　

▼
参
加
料　

3
0
0
円　

▼
持
ち
物　

健
康
手
帳
、
上
履
き

用
運
動
靴
、
水
分
補
給
用
飲
料　

▼
申
込
み　

6
月
3
日
㊌
か
ら
市

民
健
康
館
さ
ら
・
さ
く
ら
へ

■�

神
経
難
病
患
者
・

　

家
族
教
室

　

音
楽
療
法
を
テ
ー
マ
に
、
リ
ズ

ム
に
合
わ
せ
て
声
を
出
し
た
り
体

を
動
か
し
た
り
等
と
、
楽
し
い
内

容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
と
き　

6
月
29
日
㊊
午
後
2
時

〜
午
後
4
時　

▼
と
こ
ろ　

江
南

市
布
袋
ふ
れ
あ
い
会
館　

▼
対
象　

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
、
脊
椎
小
脳
変

性
症
な
ど
の
神
経
難
病
の
患
者
と

家
族　

▼
内
容　

音
楽
療
法
「
リ

ズ
ム
に
乗
っ
て
体
を
動
か
し
ま

し
ょ
う
」　

▼
講
師　

す
ず
ら
ん

音
楽
療
法
研
究
所　

市
川
三
棹

▼
申
込
み　

6
月
26
日
㊎
ま
で
に

江
南
保
健
所
（
☎
0
5
8
7
・

56
・
2
15

7
）
へ

「走る　健康バス」
〜コミュニティバス車内での健康教室を全ての路線で開催〜

バス停名 時刻

楽
田
東
部
線

つつじケ丘団地　発 9：10
つつじケ丘団地西 9：10
内久保集会場 9：12
犬山南高校西 9：15
打越 9：15
倉曽公民館 9：17
桃山台団地 9：18
南二山集会場 9：19
大縣神社 9：21
楽田駅東 9：28
寺西 9：32
楽田追分 9：33
南部中学校西 9：34
下蝉屋 9：35
羽黒成海 9：35
下大日 9：38
市民文化会館 9：41
稲葉 9：41
総合犬山中央病院 9：44
時迫間 9：47
松本町 9：48
犬山駅東口　着 9：50

バス停名 時刻

今
井
・
前
原
線

犬山駅東口　発 10：00
松本町 10：02
中山町 10：04
橋爪巾屋敷 10：07
橋爪西浦 10：08
五郎丸北 10：09
総合犬山中央病院 10：12
犬山ニュータウン 10：13
日の出中 10：14
日の出東公園 10：15
桜坪 10：17
前原 10：18
前原老人憩の家西 10：19
杉 10：20
犬山病院 10：21
市民健康館 10：23
前原台北 10：25
前原台五・六丁目 10：26
前原台集会場 10：27
前原台中 10：27
前原台南 10：28
岩穴 10：33
観音堂 10：35
今井駐在所 10：36
中屋敷集会場 10：37
四ツ家　着 10：38
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INFORMATION お知らせ

犬
山
警
察
署
だ
よ
り

犬山市障害者自立支援
協議会提言書提出

第4期犬山市障害福祉計画策定

交通事故にあ！ワン

「だまされたふり」かけ
作戦キャンペーン

▼相談支援体制のあり方について提言

▲障害福祉計画策定の報告

わん丸君が交通安全啓発活動 ▼

◀ふりかけを配布

　 4月 1日、犬山市障害者自立支援協議会
の伊藤吉真会長より、山田市長へ提言書が
提出されました。
　犬山市障害者自立支援協議会は、地域に
おける障害者等への支援体制に関する課題
について協議し、発足以来初の提言書とし
て、地域の実情に応じた相談支援体制のあ
り方について提言されました。

　第 4期犬山市障害福祉計画は、障害者総
合支援法の施行等を踏まえ、平成29年度を
目標として、障害福祉サービス、相談支援
及び地域生活支援の提供体制の確保に関す
る計画として策定しました。
　それに伴い、 4月 8日、犬山市障害者計
画推進委員会の田中良三委員長が、山田市
長へ第 4期犬山市障害福祉計画策定の報告
をしました。

　交通安全応援サポーターとして、わん丸君に委嘱状を交
付する伝達式が 5月11日、市役所で行われました。
　伝達式の後、1階ロビーで犬型反射材と交通事故防止チ
ラシなどを配布する、交通安全啓発活動を行いました。

　 4月15日の年金支給日にあわせ、市内金融機関において犬
山警察署員や市職員により「だまされたふりかけ」を配布し、
啓発活動を実施しました。

子ども医療費助成（払い戻し）の申請は
出張所でもできます。

▼対象　小学4年生から18歳年度末まで
※18歳年度末とは…18歳に達する日以後の最初の3月31日までのお子さま
▼申請　上記対象者の医療費について、医療機関等の窓口で子ども
医療費受給者証を使用せず支払った自己負担額の払い戻しは、市役
所または出張所にて申請が必要です。（平成22年10月診療分から（領
収書は最大5年間有効））
必要書類等、詳細は保険年金課医療担当（☎44・0328）まで問い合
わせてください。

■�

公
共
施
設
使
用
料
な

ど
の
徴
収
・
収
納
を

委
託

　

市
で
は
、
一
部
の
公
共
施
設
の

使
用
料
や
市
が
実
施
す
る
事
業
の

利
用
料
な
ど
の
徴
収
・
収
納
を
委

託
し
て
い
ま
す
。

▼
施
設
・
使
用
料
名
等　

犬
山
国

際
観
光
セ
ン
タ
ー
の
使
用
料
な
ど　

▼
委
託
先　

株
式
会
社
J
T
B
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
、
有
限
会

社
ミ
ュ
ー
ズ　

▼
問
合
せ
先　

会

計
課
（
☎
44
・
0
3
0
8
）

6/7㊐〜13㊏　危険物安全週間
気温が高くなり危険物の自然発火による火災が多くなる夏季を目前にした
6月第 2週の 1週間に啓発活動を行う。

　消防法で定められているもので、一般的に次のような危険性を持った物品をいいます。
　1.火災発生の危険性が大きい
　2.火災拡大の危険性が大きい
　3.消火の困難性が高い
※私たちの身近なものでは、ガソリン・灯油・油性塗料等があります。
　この他にも、ビールやウィスキー、焼酎などのアルコール飲料は、一見危険物とは無縁と思われますが、
ウォッカなどアルコール度数の高いものは消防法の危険物に該当します。

　危険物での事故を防ぐため、この危険物安全週間を機会に、どんな危険物が身の回りにあ
るか関心を持ち、日頃から安全管理に心掛けていきましょう。

特に、飲酒時は判断力や行動力が低下しやすくなることから、
火気には十分に注意しましょう。

▼問合せ先　市消防本部予防防災課指導担当 （☎65・3123）

（平成27年度推進標語）

無事故へと気持ち集中はっけよい

『危険物』とは？

◆
市
内
の
4
月
中
の
犯
罪
発
生
総

数
は
36
件
（
昨
年
54
件
）
で
す
。

　

空
き
巣
被
害
が
犬
山
西
学
区
で

1
件
発
生
し
ま
し
た
。
自
転
車
盗

被
害
が
犬
山
北
・
楽
田
学
区
で
そ

れ
ぞ
れ
2
件
、
城
東
学
区
で
1
件

発
生
し
ま
し
た
。

薬
物
の
乱
用
は

　
　
「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。」

〜
覚
醒
剤
、
麻
薬
、
危
険
ド
ラ
ッ

グ
等
の
乱
用
を
な
く
そ
う
〜

◎
薬
物
乱
用
の
実
態

　

県
内
で
覚
醒
剤
等
の
薬
物
で
検

挙
さ
れ
た
人
は
、
平
成
8
年
に

1
，
0
0
0
人
を
突
破
し
て
以

来
、
ず
っ
と
高
水
準
が
続
い
て
い

ま
す
。

　

薬
物
の
乱
用
は
、
何
も
関
係
の

な
い
人
々
を
巻
き
込
む
殺
人
や
放

火
な
ど
の
二
次
犯
罪
を
引
き
起
こ

し
、
社
会
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
た

り
、
家
庭
の
崩
壊
を
招
い
た
り
、

そ
の
悲
劇
は
本
人
の
み
に
は
と
ど

ま
り
ま
せ
ん
。

◎
新
た
な
薬
物
の
乱
用

　

近
年
、「
合
法
ハ
ー
ブ
」
等
と

合
法
で
あ
る
こ
と
を
標
榜
し
な
が

ら
、
実
際
に
は
、
覚
醒
剤
や
大
麻

等
の
規
制
薬
物
と
類
似
し
た
植
物

片
等
の
危
険
ド
ラ
ッ
グ
の
乱
用
が

懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

◎
覚
醒
剤
等
の
薬
物
追
放
に
ご
協

力
を

　

あ
な
た
の
周
り
で
覚
醒
剤
等
の

薬
物
を
扱
っ
て
い
る
人
を
見
た
り

聞
い
た
り
し
た
と
き
は
、
警
察
本

部
か
、最
寄
り
の
警
察
署
、交
番
、

駐
在
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先　

犬
山
警
察
署
（
☎

61
・
0
11

0
）

▼
愛
知
県
警
察
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http

：//w
w
w
.pref.aichi.jp/

police/

市内街頭犯罪発生状況
4月 27年累計

刑法犯罪数
（昨年同期）

36件
（54件）

191件
（191件）

住宅対象侵入盗
（昨年同期）

1件
（4件）

13件
（27件）

車上狙い
（昨年同期）

0件
（4件）

9件
（16件）

自転車盗
（昨年同期）

5件
（6件）

41件
（26件）

市内交通事故発生状況
4月 27年累計

人身事故件数
（昨年同期）

18件
（17件）

99件
（102件）

死者数
（昨年同期）

1人
（1人）

2人
（1人）

負傷者数
（昨年同期）

21人
（23人）

128人
（130人）

2021 広報いぬやま　H27・6・1号 広報いぬやま　H27・6・1号
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INFORMATION

●
図
書
館
ま
め
知
識

『
平
成
26
年
度
最
多

　

貸
出
図
書（
一
般
図
書
）』

　

昨
年
度
、
貸
出
回
数
の
多
か
っ

た
一
般
図
書
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

１
位『
祈
り
の
幕
が
下
り
る
時
』

（
東
野
圭
吾
）、
２
位『
永
遠
の
０
』

（
百
田
尚
樹
）、
３
位
『
村
上
海

賊
の
娘
（
上
）』（
和
田
竜
）、
４

●
今
月
の
一
冊

『
舟
を
編
む
』

　
（
三
浦
し
を
ん
著
）

　

特
定
の
人
物
や
地
名
又
は
事
象

に
つ
い
て
調
べ
た
い
と
き
、「
広

辞
苑
」「
大
辞
林
」
等
の
辞
書
に

頼
る
こ
と
が
多
い
。こ
の
作
品
は
、

辞
書
編
纂
に
魅
入
ら
れ
た
人
達
の

物
語
で
あ
る
。
定
年
を
間
近
に
控

え
た
荒
木
が
、
後
継
者
選
び
を
す

位『
舟
を
編
む
』（
三
浦
し
を
ん
）、

５
位『
村
上
海
賊
の
娘（
下
）』（
和

田
竜
）、6
位
『
下
町
ロ
ケ
ッ
ト
』

（
池
井
戸
潤
）、
6
位
『
ナ
ミ
ヤ

雑
貨
店
の
奇
蹟
』（
東
野
圭
吾
）、

7
位『
海
賊
と
よ
ば
れ
た
男（
上
）』

（
百
田
尚
樹
）、8
位『
マ
ス
カ
レ
ー

ド
・
ホ
テ
ル
』（
東
野
圭
吾
）、
9

位
『
海
賊
と
よ
ば
れ
た
男
（
下
）』

（
百
田
尚
樹
）、10
位『
ホ
テ
ル
ロ
ー

ヤ
ル
』（
桜
木
紫
乃
）

る
場
面
か
ら
始
ま
る
。
読
み
進
め

て
い
く
う
ち
に
「
舟
を
編
む
」
が

明
ら
か
に
な
る
。
執
筆
し
た
大
学

教
授
の
原
稿
に
手
加
減
な
く
修
正

す
る
編
集
者
の
勇
気
が
素
晴
ら
し

い
。

　

辞
書
の
完
成
が
執
筆
、
編
集
、

用
紙
の
開
発
等
に
途
方
も
な
い
労

力
を
要
す
る
こ
と
を
知
り
、
言
葉

を
大
事
に
し
た
い
と
願
う
一
冊
。

　
（
図
書
館
読
書
会
「
藍
の
会
」）

　

１
６
１
４
年
、
鳶
田
の
貧
し

い
村
で
育
っ
た
佐
助
は
、
己
に

課
せ
ら
れ
た
宿
命
を
果
た
す
た

め
、
村
を
出
る
決
意
を
し
た
。

だ
が
彼
は
、そ
の
時
「
真
田
丸
」

で
待
ち
受
け
る
過
酷
な
運
命
を

知
る
よ
し
も
な
か
っ
た
―
。
驚

愕
の
新
説
が
展
開
さ
れ
る
歴
史

小
説
。

　

そ
れ
は
治
療
法
が
確
立
さ
れ

て
い
な
い
奇
病
。
病
と
は
い
っ

て
も
、
あ
る
種
の
超
能
力
だ
。

発
病
者
の
症
状
は
様
々
で
、
唯

一
の
共
通
点
は
能
力
発
動
時
に

「
青
い
発
光
を
自
覚
す
る
」、

た
だ
そ
れ
だ
け
―
。
せ
つ
な
く

て
…
泣
け
る
青
春〈
異
能
〉小
説
。

　

ず
っ
と
聞
い
て
み
た
か
っ

た
、
手
の
指
や
顔
に
ひ
ど
い
怪

我
の
跡
が
残
る
祖
父
の
秘
密
。

あ
る
夏
、
祖
父
は
私
だ
け
に
話

し
て
く
れ
た
。
そ
れ
は
祖
父
の

若
か
り
し
日
の
で
き
ご
と
。
そ

し
て
、
だ
れ
に
も
話
せ
な
か
っ

た
ほ
ど
つ
ら
く
、
衝
撃
的
な
で

き
ご
と
だ
っ
た
。

　

仏
壇
の
あ
る
部
屋
。
古
い
お

堂
。
お
地
蔵
さ
ん
。
大
き
な
木
。

壊
れ
た
家
。
人
の
い
な
い
夕
暮

れ
。お
面
を
つ
け
た
女
の
子
が
、

黒
猫
と
い
っ
し
ょ
に
遊
ん
で
い

ま
す
。
な
に
か
が
い
る
気
配
が

し
ま
す
が
…
。
妖
怪
の
原
点
を

描
い
た
絵
本
。

前　ぶ　れ 土屋伸吾

●�図書館では家庭で不要になった本を随時受け付けてい
ます。ただし、百科事典・全集・雑誌・ビデオは受け
付けできません。

【一般書】
『電車道』	 磯崎憲一郎
『睦月童』	 西條　奈加
『ＷＯＬＦ』	 柴田　哲孝
『ＳＴＯＲＹ ＯＦ ＵＪＩ
　小説源氏物語』	 林　真理子
『有頂天家族２』	 森見登美彦
『悪いお姫様の物語』
	リンダ・ロドリゲス･マクロビー
『虚構の城』	 高杉　　良
『しきたり』	 竹中　龍太
『川上音二郎と貞奴』	井上　理恵
『人生案内』	 出久根達郎
『子どものネットトラブルに悩む親の
法律知識Ｑ＆Ａ』	 牧野　和夫

【児童書（読み物）】
（小学校低学年）
『モンスター・ホテルでひみつのへや』
『がっこうのおばけずかん』
（小学校中・高学年）
『魔使いの復讐』
『ワンダ＊ラ　ＷＯＮＤＬＡ９』

【児童書（絵本）】
（幼児向け）
『いちねんせいになったから！』
『とうふこぞう』
『あずきとぎ』
『ハンバーガーバス』
『ハーメルンのふえふき』
『おっちょこちょいのオットさん』
『わすれたって、いいんだよ』

●『真紅の人』	 （蒲原二郎著）

●『青藍病治療マニュアル』	（似鳥鶏著）

●『だれにも話さなかった祖父のこと』

●『ことりぞ』

各種相談コーナー（無料）
内　容 と　　き ところ 内　容 と　　き ところ

市 民 毎日（㊏・㊐・㊗除く）
午前 8時30分〜午後 5時

市役所 1階市民相談室
下記時間帯は手話通訳が利用できます

㊌㊎
午前 8時30分〜午後 4時

子 育 て

毎日（㊏・㊐・㊗除く）
電話：午前 9時〜午後 5時
来所：午前10時〜午後 3時

犬山市子育て支援センター
（橋爪子ども未来園内）
（☎61・7533）

行 政 6 月26日㊎
午前10時〜午後 3時 市役所 1階市民相談室

毎日（㊏・㊐・㊗除く）
電話：午前 9時〜午後 5時
来所：午前10時〜午後 3時

城東第 2子育て支援
センター
（城東第2子ども未来園内）
（☎62・5677）

登 記 6 月10日㊌
午後 1時〜 3時 市役所 1階相談室 毎日（㊏・㊐・㊗除く）

午前 9時〜午後 5時

さくら・さくらつどいの広場
（市民健康館内）
（☎63・3817）

不 動 産
取 引

6 月16日㊋
午後 1時〜 4時 市役所 1階相談室 育児援助 毎日（㊏・㊐・㊗除く）

午前 8時30分〜午後 5時

ファミリーサポートセンター
（市役所内）
（☎63・3818）

行政書士 6 月24日㊌
午後 1時30分〜 3時30分 市役所 1階相談室 家庭児童 毎日（㊐・㊗除く）

午前 9時〜午後 4時
福祉会館内家庭児童相談室
（☎62・4300）

弁護士に
よる法律
（要予約）

7 月 2 日㊍
※ 6月 4日㊍午後 1時から
社会福祉協議会で予約受付
先着 9人、電話受付のみ

福祉会館相談室
（☎62・2508）
（☎61・2563）

児童虐待
に関する
情報提供

毎日（㊏・㊐・㊗除く）
午前 8時30分〜午後 5時15分

子ども未来課
（☎44・0322）

心配ごと 6 月 4 日㊍・18日㊍
午前10時〜午後 3時

福祉会館相談室
（☎62・4613）

ひとり親
自 立

毎日（㊏・㊐・㊗除く）
午前 9時〜午後 4時

子ども未来課
（☎44・0323）

結 婚 毎週土曜日　毎月第 2水曜日
午前 9時〜正午（受付11時30分まで）

福祉会館相談室
（☎62・6299）

建築士に
よる住宅
相 談
（要予約）

予約により決定
㊏・㊐・㊗と
年末年始は除く

相談者宅など
（予約により決定）
予約先：都市計画建築課
（電話可☎44・0331）

ボランテ
ィア

毎週月曜日（㊗除く）
午前10時〜午後 3時

福祉会館相談室
（☎62・6299）

弁護士に
よる消費
生活法律

6 月23日㊋
午後 1時〜 4時

市役所 1階相談室
※予約は商工企業振興課
（☎44・0340）

身体障害
者

6 月 3 日㊌
午前10時〜午後 3時

福祉会館相談室
（☎61・4613） 消費生活 毎週月・木曜日（㊗除く）

午後 1時〜 5時 市役所 1階相談室

知的障害
者

6 月 8 日㊊
午前10時〜午後 3時

福祉会館相談室
（☎61・4613） 労 働 6 月17日㊌

午後 1時〜 4時

市役所 1階相談室
※予約は商工企業振興課
（☎44・0340）

発達支援
6 月 8 日㊊・18日㊍
午前 9時30分〜正午
※要予約

保健センター
（☎61・1776） 内 職 毎週火曜日（㊗除く）

午前10時〜午後 3時
福祉会館相談室
（☎62・4613）

青少年の
非行・い
じめ

毎日（㊏・㊐・㊗除く）
午前 9時〜午後 5時

市役所 3階社会教育課
青少年センター
（☎44・0353）

生活改善
（要予約）

6 月11日㊍・25日㊍
午前10時〜午後 4時※虚弱な
高齢者と身体障害者が対象

相談者宅※社会福祉協議
会（福祉会館 2階）で予
約受付（☎63・2918）

児童生徒
の不登校
相談室

毎日（㊏・㊐・㊗除く）
午前 9時〜午後 3時

福祉会館内適応指導教室
「ゆう・ゆう」
（☎63・0502）

年 金
毎週火・金曜日（㊗除く）
午前 9時30分〜午後 4時30分
（正午〜午後 1時休憩、
　最終受付 4時）

市役所 2階相談室
※�当日先着12人。市保険年金
課年金担当で受付。年金額、
加入期間の確認は不可。

ポルトガル語・
スペイン語
外国人

毎週金曜日
午後 1時〜 4時30分 市役所 1階相談室

一宮年金事
務所による
年 金 出 張
相 談

7 月23日㊍
午前10時〜午後 3時
（正午〜午後 1時休憩）

市保険年金課年金担当で
受付　※当日先着12人

英語・中国語
タガログ語・
外国人

6 月 2 日㊋
午後 1時〜 4時30分 市役所 1階相談室 オープン

議 長 室
（議会の
市政相談）

毎日（㊏・㊐・㊗と
議会会期中は除く）
※要予約

市役所 6階会議室
議会事務局
（☎44・0307）人 権

6 月 3 日㊌
午前10時〜正午
午後 1時〜 4時

南部公民館会議室 3

※電話（☎61・6288）は24時間対応です

　子育て中の保護者の皆さんが気軽につどい、子育て仲間と交流しながら楽しく子育てしませ
んか。子育てが学べるミニ講座や土曜日には、お父さん中心の内容も計画しています。子ども
のときを思い出して、パパも思いきり遊びましょう。（参加費無料）
　詳細は、ホームページ、各児童館・児童センターのたよりで紹介しています。（日程は変更
されることもあります）　▼問合せ先　犬山南児童センター（☎62・4477）

6月の
【子育て支援事業】

内　容 対　　　象 と　　　き ところ 内　容 6月の行事

子育て広場
「ぽんぽこ」

未就園の乳幼児
（0歳から）と保護者

毎週㊊〜㊎
　10：00〜15：00

市内 7か所
児童館・児
童センター

体操・手遊び・ふれあい遊び・小
麦粉粘土遊びなど 骨密度チェック

（詳しくは健康
コーナーを見て
ください）パパも遊ぼう 未就園の乳幼児と

父親（家族も歓迎）
6月13日（第2㊏）
　10：30〜11：30

東児童セン
ター 新聞紙遊び

ま
た
イ
ル
カ
が

打
ち
上
げ
ら
れ

た
ん
だ
っ
て…

万
一
に

そ
な
え
て

タ
ッ
プ
リ

と…

マ
マ

そ
ん
な
に

食
べ
て

だ
い
じ
ょ
う
ぶ

お
客
さ
ま

大
地
震

間
近
の

よ
う
で

ご
ざ
い
ま
す

ね
ー

水
と

食
料
を

い
よ
い
よ

大
地
震
が
!?
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お知らせ

　　　　　　　 高 齢 者 の 総 合 相 談 　　　　　　　
高齢者あんしん相談センター（長寿社会課内）（☎44・0325）

受付時間：午前9時〜午後5時（㊏㊐㊗を除く）
■休日・平日時間外の水道緊急時
連絡先　白山浄水場（☎61・1260）

■休日（昼間）診療
犬山市休日急病診療所（国道41号五郎丸交差点東へ300m）
内科・外科（☎62・8100）
受付時間：午前 8時30分〜11時30分（診療は午前 9時から）
　　　　　午後 1時30分〜 4時15分（診療は午後 2時から）

■救急医療の案内
○救急医療情報センター（☎81・1133）
　　24時間365日体制で、電話で医療機関の案内を行って
います。
○救急医療情報システム
　　http://www.qq.pref.aichi.jp/（ 5カ国語対応）
　　インターネットで受診可能な医療機関を検索できます。
○小児救急電話相談（☎＃8000か、☎052・962・9900）
　　夜間に医療相談が受けられます。
　　★受付時間／午後 7時〜翌朝 8時までの毎日

■休日（夜間）診療
受付時間：午後 5時〜 8時

■休日歯科診療
電話受付時間：午前 9時30分〜11時30分

上段は内科系、下段は外科系（急病以外はご遠慮ください）※（所在地）は、市町・大字小字にて表記

と  き 病・医院名 電　話

5月31日㊐ ハートクリニックさわだ	 （梅坪）
くわばらクリニック	 （塔野地）

62・5556
61・1118

6 月 7 日㊐ すみれ内科クリニック	 （若宮）　　　
カワムラ整形外科	 （二の宮団地）

68・0025
67・1134

6 月14日㊐ 犬山駅西病院	 （高見町）
山本皮フ科クリニック	 （高見町）

61・2017
62・6855

と  き 病・医院名 電　話
5月31日㊐ はまじま歯科医院	 （扶桑・旭） 0587・93・8448

6 月 7 日㊐ 山村歯科クリニック
（丸山天白町） 65・1333

6 月14日㊐ 吉田歯科医院	 （東古券） 61・0122

たくろう通信犬
山
市
長

新時代の風 ②

国
道
41
号
線
沿
い
は
本
当
に
活
か
せ
る
の
か
？

打
開

　

産
業
振
興
に
よ
り
、
財
源
や
雇

用
を
確
保
し
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

充
実
さ
せ
る
こ
と
で
、
定
住
人
口

を
維
持
し
て
い
け
ば
、
そ
れ
が
更

な
る
産
業
活
性
化
へ
と
つ
な
が

り
、
好
循
環
が
生
ま
れ
ま
す
。
現

状
を
打
開
す
る
た
め
に
も
、
特
に

国
道
41
号
線
の
潜
在
力
を
活
か
す

こ
と
は
、
犬
山
の
将
来
に
と
っ
て

重
要
な
戦
略
と
考
え
ま
す
。今
後
、

国
道
41
号
線
が
６
車
線
化
さ
れ
て

い
き
ま
す
の
で
、
消
費
等
の
更
な

る
流
出
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
犬
山

の
求
心
力
を
高
め
る
展
開
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
市
と
し

て
は
、
民
間
進
出
を
促
す
た

め
の
支
援
を
し
て
ま
い
り
ま

す
。

転
換

　

民
間
進
出
を
促
す
た
め
に
は
、

県
の
許
認
可
の
前
提
と
し
て
、
市

の
総
合
計
画
や
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
へ
の
位
置
づ
け
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
、

こ
の
位
置
づ
け
を
し
な
い
と
い
う

方
針
で
あ
っ
た
た
め
、
民
間
の
進

出
希
望
に
対
し
て
、
入
口
の
と
こ

ろ
で
扉
を
閉
ざ
し
た
状
態
で
し

た
。
私
は
こ
の
状
況
を
改
め
、
扉

を
開
く
た
め
に
も
、
平
成
27
・
28

年
度
に
か
け
て
、
ま
ず
総
合
計
画

等
の
見
直
し
を
進
め
ま
す
。

い
つ
形
に
な
る
の
？

　

総
合
計
画
等
を
見
直
し
た
あ

と
、
民
間
か
ら
の
進
出
希
望
が
あ

れ
ば
、
そ
の
事
業
計
画
を
踏
ま
え

て
、
検
討
を
進
め
て
い
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。
県
の
許
可
が
得
ら
れ

た
場
合
は
、
そ
の
後
、
地
権
者
と

の
調
整
や
区
画
整
理
、
造
成
や
建

設
整
備
な
ど
、
民
間
主
導
で
順
調

に
進
ん
だ
と
し
て
も
、
実
現
ま
で

に
は
長
期
に
亘
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

五
郎
丸
駅
は
？

　

駅
だ
け
を
単
独
で
整
備
す
る
の

で
は
な
く
、
民
間
進
出
の
可
能
性

を
見
極
め
な
が
ら
、
セ
ッ
ト
で
検

討
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
と

考
え
ま
す
。
ま
ず
は
総
合
計
画
等

へ
の
位
置
づ
け
を
進
め
、
第
一
歩

を
踏
み
出
し
ま
す
。

考
慮
す
べ
き
点

　

犬
山
市
で
は
、
市
街
化
区
域
が

約
14
％
し
か
な
い
た
め
、
将
来
に

向
け
て
多
少
の
市
街
地
拡
大
は
必

要
で
す
。
た
だ
し
、
優
良
農
地
減

少
へ
の
対
応
と
し
て
、
農
業
の
高

度
化
支
援
な
ど
、
農
業
振
興
策
を

平
行
し
て
検
討
し
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
既
存
の
商
業
施
設
に

マ
イ
ナ
ス
影
響
と
な
ら
な
い
よ

う
、
相
乗
効
果
を
生
む
よ
う
な
民

間
提
案
を
引
き
出
し
て
い
け
た
ら

と
考
え
ま
す
。

そ
の
他

　

国
道
41
号
線
の
潜
在
力
を
活
か

す
取
組
み
と
し
て
、
塔
野
地
地
区

で
の
工
業
団
地
整
備
に
向
け
、
事

業
主
体
と
な
る
愛
知
県
企
業
庁
と

連
携
し
、
準
備
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

市
の
課
題

●
C
o
r-

m
o
d
i
の
夏
服
展

▼
と
き　

6
月
4
日
㊍
〜
8
日
㊊

午
前
10
時
〜
午
後
5
時
（
最
終
日

は
午
後
4
時
ま
で
）　

▼
と
こ

ろ
・
問
合
せ
先　

ぎ
ゃ
ら
り
ぃ
木

屋
（
☎
61
・
0
591


）

●
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
リ
ベ
ル
タ

　

磯
部
邸
コ
ン
サ
ー
ト　

〜
起
り
屋
根
か
ら　

そ
の
10
〜

　

毎
年
好
評
を
得
て
今
年
で
10
回

目
の
開
催
と
な
り
ま
す
尺
八
・
琴

に
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
を
加
え
た
和

洋
折
衷
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
を
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

6
月
14
日
㊐
午
前
の
部

＝
午
前
10
時
30
分
開
演
（
午
前
10

時
開
場
）、
午
後
の
部
＝
午
後
1

時
30
分
開
演
（
午
後
1
時
開
場
）　

▼
と
こ
ろ　

旧
磯
部
邸　

▼
入
場

料　

5
0
0
円
（
旧
磯
部
邸
に
て

販
売
）　

▼
歌
リ
ー
ド　

竹
田
和

子
（
筝
・
17
絃
）、山
田
典
山
（
尺

八
・
バ
リ
ト
ン
サ
ッ
ク
ス
）、
松

山
登
（
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
・
打
楽

器　

▼
問
合
せ
先　

旧
磯
部
邸

（
☎
65
・
3
444


）

●�

ポ
ー
ル
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ（
Ｐ
Ｗ
）

ク
ラ
ブ

〜�

腰
・
膝
が
悪
く
て
も
歩
き
た
い

人
へ
〜

▼
と
き　

6
月
7
日
㊐
・
21
日
㊐

午
前
8
時
15
分
〜
10
時
（
事
前
申

し
込
み
必
要
）　

▼
と
こ
ろ　

木

曽
川
犬
山
緑
地　

▼
参
加
料　

１
，
0
0
0
円　

▼
持
ち
物　
　

帽
子
、
雨
合
羽
、
水
筒
な
ど　

▼
申
込
み　

は
が
き
に
住
所
、
氏

名
（
ふ
り
が
な
）、
電
話
番
号
、

Ｐ
Ｗ
ポ
ー
ル
有
無
を
記
入
し
て

〒
４
８
４

−

0
0
59
　

上
坂
町

4

−

56
（
F
A
X
の
場
合
は
62
・

４
０２２


）
Ｐ
Ｗ
事
務
局
へ　

▼

問
合
せ
先　

大
川
（
☎
0
9
0
・

３
９
５
８
・
7
1
7
0
）

●
第
11
回
フ
ラ
ワ
ー
バ
ス
ケ
ッ
ト　

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
キ
ル
ト
作
品
展

▼
と
き　

6
月
14
日
㊐
〜
16
日
㊋

午
前
10
時
〜
午
後
5
時
（
最
終
日

は
午
後
4
時
ま
で
）　

▼
と
こ
ろ　

犬
山
国
際
観
光
セ
ン
タ
ー
フ
ロ
イ

デ
2
階　

▼
問
合
せ
先　

清
水

（
☎
62
・
6
3
51

）

●
第
1
回
洋
画
5
人
展

▼
と
き　

6
月
16
日
㊋
〜
21
日
㊐

午
前
10
時
〜
午
後
5
時
（
初
日
は

午
後
1
時
か
ら
、
最
終
日
は
午
後

4
時
ま
で
）　

▼
と
こ
ろ　

市
立

図
書
館
2
階
展
示
室　

▼
問
合
せ

先　

杉
田
（
☎
27
・
7
1
2
7
）

●
講
演
「
7
カ
国
語
で
話
そ
う
」

▼
と
き　

7
月
8
日
㊌
午
前
10
時

〜
11
時
30
分
、
11
日
㊏
午
後
7
時

〜
8
時
30
分　

▼
と
こ
ろ　

犬
山

国
際
観
光
セ
ン
タ
ー
フ
ロ
イ
デ　

▼
参
加
料　

無
料　

▼
問
合
せ
先　

ヒ
ッ
ポ
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
ラ
ブ
（
☎

0
1
2
0
・
55

7
・
７６

１
）

※
託
児
を
希
望
す
る
人
は
事
前
に

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い（
0
歳
〜
、

無
料
）。

●�

第
9
回 

内
モ
ン
ゴ
ル
沙
漠
化

防
止
植
林
ツ
ア
ー

　

中
国
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
に

て
、
現
地
の
子
ど
も
た
ち
の
環
境

教
育
と
交
流
を
兼
ね
て
、
黄
砂
の

原
因
と
な
る
沙
漠
の
緑
化
活
動
に

参
加
す
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

▼
と
き　

7
月
20
日
㊗
〜
25
日
㊏

5
泊
6
日　

▼
と
こ
ろ　

中
国
内

モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
通
遼
市
・
赤
峰

市　

▼
参
加
料　

1
8
0
，
０
０

０
円
（
航
空
券
・
宿
泊
費
・
全
日

食
事
・
オ
プ
シ
ョ
ナ
ル
ツ
ア
ー
全

て
込
み
）　

▼
参
加
説
明
会　

6

月
20
日
㊏
午
前
10
時
〜
11
時
30
分　

市
役
所
2
階
会
議
室　

▼
申
込
み　

6
月
18
日
㊍
ま
で
に
内
モ
ン
ゴ
ル

緑
化
の
会　

神
谷
（
☎
０
９
０
・

8
4
2
2
・
４
４
６
４
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

０
５
８７

・
81
・
３
１
８
５
）
へ

●�

京
都
大
学
霊
長
類
研
究
所
公
開

講
座

▼
と
き　

7
月
25
日
㊏
・
26
日
㊐

午
前
10
時
〜
午
後
3
時
20
分　

▼
と
こ
ろ　

京
都
大
学
霊
長
類
研

究
所　

▼
内
容　

サ
ル
を
学
び
ヒ

ト
を
知
る　

▼
講
師　

霊
長
類
研

究
所
教
員　

▼
対
象　

中
学
生
以

上　

▼
定
員　

60
人　

▼
受
講
料　

6
，
２００


円　

▼
申
込
み　

6

月
12
日
㊎
ま
で
に
往
復
は
が
き
か

メ
ー
ル
で
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が

な
）、
電
話
番
号
、 

年
齢
、
性
別
、

職
業
（
学
校
名
）
を
記
し
、
実
習

科
目
（
①
形
態
、
②
心
理
、
③
生

態
、
④
生
化
学
）
の
う
ち
か
ら
希

望
す
る
実
習
2
つ
を
記
入
し
て
、

京
都
大
学
霊
長
類
研
究
所
「
公
開

講
座
」
係
（
〒
４
８
４

−

８
５
０

６　

犬
山
市
官
林 　

☎
63
・
０

５
１
２
）
へ
（
1
人
1
葉
、
返
信

用
に
も
必
ず
住
所
、氏
名
を
記
入
）

メ
ー
ルinuyam

a2015@
m
ail2.

adm
.kyoto-u.ac.jp

※
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
て

く
だ
さ
い
。

h
ttp
://w

w
w
.p
ri.k
yo
to
-u
.

ac.jp/index-j.htm
l

●�

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
愛
知
県
第
82

団
団
員
募
集

　

野
外
団
キ
ャ
ン
プ
、
台
湾
草
屯

派
遣
交
流
、
野
外
活
動
な
ど
18
人

の
ス
カ
ウ
ト
（
小
学
1
年
生
〜
高

校
3
年
生
ま
で
）
で
、
活
動
し
て

い
ま
す
。

　

体
験
入
団
も
受
け
付
け
て
い
ま

す
の
で
、
気
軽
に
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先　

愛
知
県
第
82
団

リ
ー
ダ
ー　

寺
澤
（
☎
67
・
５
６

４
０
）

●�

気
軽
に
お
抹
茶
を
楽
し
み
ま
せ

ん
か

▼
と
き　

第
2
・
4
㊍
コ
ー
ス
、

第
2
・
4
㊎
コ
ー
ス
（
毎
月
2
回　

午
前
10
時
〜
正
午
）　

▼
と
こ
ろ　

し
み
ん
て
い
和
室　

▼
会
費　

月

2
回
1
，
0
0
0
円　

▼
問
合
せ

先　

伊
東
（
☎
0
9
0
・
５
８
５

９
・
1
6
4
8
）

●
つ
れ
づ
れ
句
会

　

俳
句
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き　

毎
月
第
4
㊎
午
後
1
時

30
分
〜
3
時
30
分　

▼
と
こ
ろ　

青
塚
古
墳
研
修
室　

▼
問
合
せ
先　

小
林
（
☎
67
・
3
0
0
8
）

◇　
　
　
　

◇　
　
　
　

◇

　

7
月
15
日
号
の
締
め
切
り
は
6

月
5
日
㊎
。
8
月
1
日
号
の
締
め

切
り
は
6
月
23
日
㊋
。

◎人口は横ばいから減少傾向へ
　平成21年1月末をピーク（75,499人）に
　横ばいから減少傾向にある
　平成27年3月31日時点
　74,726人（▲773人）
◎自然要因による人口減少
　平成20年度から出生数が死亡数を下回
り、自然要因による人口減少が続いている
◎社会要因による人口減少
　転出数が転入数を上回り始める
　（平成24年度以降）
◎出荷額の減
　製造品出荷額は減少し続けている
　　　　　　平成20年：4,731億3,209万円
　　　　→　平成23年：3,407億7万円
◎事業所及び従業者数は減少し続けている
　事業所数　平成20年：250事業所
　　　　→　平成23年：232事業所
　従業者数　平成20年：12,877人
　　　　→　平成23年：10,585人
◎商業が低調
　地元購買率の低下
　　　　　　平成12年：60.5％
　　　　→　平成22年：33.2％
◎年間商品販売額は減少し続けている
　　　　　　平成19年：739億6,576万円
　　　　→　平成23年：613億2,200万円
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犬山市の人口と世帯
●5月1日現在●
人口� 74,765人
男� 37,168人
女� 37,597人
世帯� 29,875世帯

平成27年6月1日号

　
20
人
の
新
議
員
が
決

ま
り
ま
し
た
。

　
願
う
の
は
市
長
部
局

と
一
体
と
な
っ
て
、
犬

山
の
た
め
住
み
よ
い
ま

ち
づ
く
り
を
行
う
こ
と
。

　
当
選
直
後
の「
よ
し
、

や
る
ぞ
！
」
と
い
う
決

意
が
み
な
ぎ
っ
て
い
る

時
を
、
い
つ
ま
で
も
持

ち
続
け
て
ほ
し
い
が
…
。

　
初
心
を
忘
れ
な
い
よ

う
に
す
る
に
は
、
市
民

も
市
政
と
市
議
会
に
関

心
を
持
つ
こ
と
か
。

�

（
山
）

268

手乗り鵜
	 平成26年第14回犬山観光写真コンテスト
	 高木一博さん撮

　手に乗せているのは木曽川うかいの稲山
さん。右の二人は京都宇治川の女性鵜匠さん。

�

ジェノベーゼパスタ

　蒸し暑い日が続くと食欲も失いがちですね。そこで、こんな時期を爽やかに過ごせる
バジルを使った料理を紹介します。ハーブであるバジルはシソ科で、β-カロテンが含まれ、
香りの強い食べ物です。目にも涼しく、味も爽やかなバジルソースで味付けした野菜たっ
ぷりのジェノベーゼパスタでうっとしい梅雨の時期を乗り越えましょう！！
　バジルには、ビタミンや鉄分なども多く含み、免疫力を高める効果や、美容にも良い
と言われています！

【作り方】
【バジルソース】①バジルは手でちぎり、に
んにくはスライスする。②①とアーモンドダ
イス、チーズ、オリーブ油を少しずつ加え、
塩で調味しながら、ミキサーにかける。
【パスタ】①アスパラガスを 3～ 4㎝の長さ
に切る。ブロッコリーは葉の部分を一口サイ
ズにきり、パプリカとエリンギは縦に細くき
る。②ブロッコリーとアスパラガスを茹でる。
③フライパンにスライスしたにんにくとオ
リーブ油を入れ、香りが出るように加熱した
ら①と②の野菜を順に入れ塩で調味しながら
炒める。④茹でたパスタをボールにいれ、バ
ジルソースを全体に混ざるようによく混ぜ、
野菜と一緒に皿に盛り付けたら完成。

QRコード

※�殺菌した瓶にバジルソースをいれ、上部
にオリーブ油を加えて層を作ってから蓋
をし冷蔵庫に保存すると、変色しないで
約 2週間賞味できます。

栄養価（1人分）　
エネルギー：368kcal、β-カロテン：1050μg

※�広報いぬやまに掲載されているホームページアドレスからの各種情報の入手については、犬山市役所秘書企画課及び市内各出張所に
おいて、印刷・配布サービスを行っておりますので、ご利用ください。

編
集
後
記

　すくすく育ってくれてあ
りがとう。ママのいちばん
の宝物♥

岩下　祈
の

愛
あ

ちゃん
（羽黒）

平成26年6月3日生まれ

　いつも笑顔の翔生くん。
幸せいっぱい運んできてく
れてありがとう。大好きだよ。

名越　翔
しょう

生
き

ちゃん
（前田面）

平成26年6月13日生まれ

材料( 4 人分)
【バジルソース】バジル…40g、に
んにく…20g(2片分)、パルメザン
チーズ(粉)…10g、アーモンドダイ
ス…5g、塩…10～15g、オリーブ油
…90g
【野菜炒め】アスパラガス…80g(6
本分)、ブロッコリー…100g、パプ
リカ(黄・赤)…各35g、エリンギ…
65g、にんにく…10g、オリーブ油
…5g、塩…5g　
【麺】パスタ麺…300g

名古屋経済大学管理栄養学科
4年　丸山　麻里アンジェラ


